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毎
月
二
十
五
日
発
行
の
広
報
川

越
に
、「
要
注
意
」
と
い
う
記
事

が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
？

こ
と
し
か
ら
、
窃
盗
犯
の
中
で
約

六
割
を
占
め
る
「
空
き
巣
」「
車

上
狙
い
」「
ひ
っ
た
く
り
」「
自
転

車
盗
」「
自
動
車
盗
」
の
五
つ
の

犯
罪
の
認
知
件
数
を
掲
載
し
て
、

注
意
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
昨
年
三
月
に
、「
川

越
市
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
方

針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
犯
罪
を
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テ
レ
ビ
や
新
聞
で
報
道
さ
れ
て

い
る
数
々
の
犯
罪
。
強
盗
・
殺
人

と
い
っ
た
凶
悪
犯
罪
か
ら
、
最
近

で
は
振
り
込
め
詐
欺
や
カ
ー
ド
犯

罪
ま
で
、多
岐
に
渡
っ
て
い
ま
す
。

残
念
な
こ
と
で
す
が
、「
安
心
で

き
な
い
」「
他
人
を
信
用
で
き
な

い
」
と
い
っ
た
こ
と
ば
を
よ
く
耳

に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
一
方
で
、「
自
分
に
は
関
係
な

い
」
と
思
っ
て
い
る
方
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

右
下
の
グ
ラ
フ
は
、
市
内
で
起

き
た
全
刑
法
犯
罪
の
認
知
（
警
察

に
届
け
出
が
あ
っ
た
）
件
数
の
推

移
で
す
。
平
成
十
年
ま
で
は
減
少

傾
向
で
し
た
が
、
同
十
一
年
か
ら

急
増
し
て
い
ま
す
。

そ
の
下
の
グ
ラ
フ
は
、
平
成
十

六
年
中
に
市
内
で
起
き
た
犯
罪
の

認
知
件
数
の
内
訳
で
す
。
全
体
の

七
割
以
上
を
占
め
て
い
る
の
が
窃

盗
犯
、
い
わ
ゆ
る
「
泥
棒
」
で
す
。

一
日
平
均
で
約
二
十
件
発
生
し
、

私
た
ち
の
身
近
な
所
で
起
き
て
い

る
た
め
、
被
害
に
あ
い
や
す
い
犯

罪
で
す
。
私
た
ち
の
暮
ら
し
は
、

犯
罪
に
囲
ま
れ
て
い
る
と
い
っ
て

も
決
し
て
大
げ
さ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

防
止
し
て
、
安
心
・
安
全
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、

市
民
・
事
業
者
・
関
係
機
関
が
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
む
た
め
に
、

行
政
が
行
う
べ
き
こ
と
を
う
た
っ

た
も
の
で
す
。
こ
の
方
針
に
基
づ

い
て
、
市
で
は
、

①
公
用
車
に
「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

実
施
中
」
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー

ト
を
は
り
付
け
て
運
行

②
全
自
治
会
へ
腕
章
・
信
号
灯
な

ど
の
防
犯
機
材
を
配
付

③
事
業
所
と
の
提
携
に
よ
る
防
犯

体
制
の
整
備

な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。「
要

注
意
」
で
犯
罪
件
数
を
お
知
ら
せ

防

増や
そう

の

目
犯

問い合わせ…市民活動支援課防犯推進担当・℡内線2422問い合わせ…市民活動支援課防犯推進担当・℡内線2422問い合わせ…市民活動支援課防犯推進担当・℡内線2422

～安心・安全のまちを目指して～
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その他5,175件

その他の窃盗犯
　　2,769件

　　　　　　 窃盗犯窃盗犯
7,1157,115件（74.774.7％）％）
　　　 窃盗犯
7,115件（74.7％）

粗暴犯346件（3.6％）
（傷害・暴行・脅迫・恐喝）

知能犯320件（3.4％）
（詐欺・横領・偽造）

凶悪犯48件（0.5％）
（殺人・強盗・強姦・放火）

風俗犯44件（0.5％）
（わいせつ行為）

その他1,648件（17.3％）

空き巣555件
車上狙い1,248件
ひったくり254件
自転車盗2,006件
自動車盗283件

その他2,769件
窃盗犯の内訳

＊窃盗犯の１日当たりの発生件数は19.5件。
＊「要注意」に掲載している５つの犯罪が、全犯罪の45.6％を占めています。

●市内の全刑法犯罪の認知件数

●平成16年の犯罪認知件数の内訳

罪
は
身
近
な
所
で

起
こ
っ
て
い
る
!?

ん
な
で
つ
く
る

防
犯
の
ま
ち



し
て
い
る
の
も
、
取
り
組
み
の
一

つ
で
す
。

「
要
注
意
」
に
掲
載
し
て
い
る

五
つ
の
犯
罪
は
、
機
会
犯
罪
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た

ス
キ
を
狙
っ
て
犯
行
に
及
ぶ
の
が

特
徴
で
す
。
つ
ま
り
、
犯
行
の
機

会
を
無
く
せ
ば
、
犯
罪
を
未
然
に

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た

め
に
で
き
る
こ
と
は
、
二
つ
の

「
無
関
心
」
を
無
く
す
こ
と
で
す
。

一
つ
目
は
、
防
犯
に
対
し
て
の

無
関
心
。
市
民
の
皆
さ
ん
ひ
と
り

ひ
と
り
が
、
防
犯
に
対
し
て
の
意

識
を
高
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
ま
さ
か
自
分
が
犯
罪
に
あ
う
は

ず
が
な
い
」
と
い
う
考
え
で
は
、

犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。「
自
分
の
安
全
は
自
分

で
守
る
」
と
い
う
意
識
を
持
ち
、

各
自
で
防
犯
対
策
を
す
る
こ
と
か

ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

二
つ
目
は
、
地
域
に
対
し
て
の

無
関
心
で
す
。
ど
ん
な
に
個
人
の

防
犯
意
識
が
高
く
て
も
、
近
所
に

ど
ん
な
人
が
住
ん
で
い
る
の
か
、

顔
も
知
ら
な
い
よ
う
な
地
域
は
、

犯
罪
者
に
と
っ
て
格
好
の
「
仕
事

場
」
に
な
り
ま
す
。
ふ
だ
ん
か
ら
、

い
い
近
所
づ
き
あ
い
が
で
き
て
い

れ
ば
、
犯
罪
を
起
こ
さ
せ
に
く
い

環
境
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
例
え
ば
、
空
き
巣
に
狙
わ
れ

て
い
る
場
合
、
個
人
の
防
犯
意
識

だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
家

を
空
け
る
前
に
「
し
ば
ら
く
家
を

空
け
ま
す
」
と
、
近
所
の
人
に
ひ

と
言
伝
え
る
こ
と
で
、
地
域
で
守

る
意
識
が
芽
生
え
、
犯
罪
者
を
締

め
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

犯
罪
者
が
恐
れ
る
の
は
、
住
民

の
「
目
」。
右
上
の
表
に
も
あ
る

よ
う
に
、
地
域
の
住
民
に
「
何
か

用
で
す
か
？
」
な
ど
と
声
を
掛
け

ら
れ
た
こ
と
で
、
犯
行
を
自
重
す

る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
ど
ん

な
に
す
ご
腕
の
犯
罪
者
で
も
、
機

会
が
な
け
れ
ば
犯
行
に
及
ぶ
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
「
目
」

が
あ
る
こ
と
で
、
犯
罪
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。

皆
さ
ん
の
防
犯
対
策
は
い
か
が

で
す
か
？
　
左
の
チ
ェ
ッ
ク
表

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
犯
罪
の
傾
向
を

踏
ま
え
て
確
認
し
て
み
ま
し
ょ

う
。「
い
い
え
」
の
数
が
半
分
以

上
だ
っ
た
方
は
、
注
意
が
必
要
で

す
。

↓

その他5,175件

63%
声
を
掛
け
ら
れ
た

ジ
ロ
ジ
ロ
見
ら
れ
た

34%

補
助
鍵
が

付
い
て
い
た

31%
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

シ
ス
テ
ム
が
あ
っ
た

31%

犬
を

飼
っ
て
い
た

その他の窃盗犯
　　2,769件

　　　 窃盗犯
7,115件（74.7％）

●泥棒が犯行をあきらめた理由

＊平成８年の警視庁（東京都）のデータより

犯
の
敵
は

２
つ
の
無
関
心

が
増
え
れ
ば

犯
罪
が
起
き
に
く
い

■
増
や
そ
う
　
防
犯
の
「
目
」
■

３ 広報川越 №1106 2005－７／10

＜傾向＞
・外から見て、すぐに留守とわかる家が狙われています。

・見通しが悪く、死角の多い家が狙われています。

・ベランダの窓からの侵入が増えています。

◎ここをチェック！
玄関には、２つ以上の鍵を取り付けてある

短い時間でも、家を空けるときは施錠している

家の周りに合鍵を隠していない

防犯ライトや防犯用のガラスなどを取り付けてある

留守にするときは、近所に声を掛けている
ひったくり
＜傾向＞
・被害者の９割が女性です。

・夕方から夜間に被害が集中しています。

・自転車は前かご、歩行者は車道側のバッグが狙われます。

◎ここをチェック！
自転車のかごに、防犯ネット（カバー）を付けている

遠回りでも、人通りが多い明るい道を選んでいる

貴重品はバッグに入れず、必ず身に付けている

バッグ類は、車道と反対側に持っている

周囲を気にしながら歩いている
自転車盗
＜傾向＞
・鍵を掛けていても、被害にあっています。

・自宅や会社の敷地内からも多くの被害が出ています。

◎ここをチェック！
鍵は２つ以上掛けてある

路上に放置せず、決められた駐輪場に止めている

防犯登録をしてある
自動車盗・車上狙い
＜傾向＞
・鍵を掛けていても、被害にあっています。

・高級車やRV車（ワゴン車など）は、特に注意が必要です。

◎ここをチェック！
車から離れるときは、短時間でも施錠している

バッグや貴重品を置きっぱなしにしていない

合鍵は、車体の裏などにはり付けていない

盗難防止装置を取り付けてある

空き巣

ひったくり

自転車盗

自動車盗・車上狙い

あなたは大丈夫？ 防犯チェック

 はい いいえ

 はい いいえ

 はい いいえ

 はい いいえ

 はい いいえ

 はい いいえ

 はい いいえ

 はい いいえ

 はい いいえ

 はい いいえ

 はい いいえ

 はい いいえ

 はい いいえ

 はい いいえ

 はい いいえ

 はい いいえ

 はい いいえ
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こんな活動をしています

地域の目

「自転車に黄色いステッカーを付けていま

す。近くの交番が無くなったこともあり、

防犯に対しての意識が強くなりました。買

い物に出かけて同じステッカーをはった自

転車を見かけると、自然にあいさつもでき

て、コミュニケーションにも役立っている

と思います。自転車に乗っていない、ごみ

出しや犬の散歩のときにも周囲の様子が気

になるようになりました」。

「ながらパトロール運動」

（岸町１丁目～３丁目の各自治会の皆さん）

買い物ついでに
パトロール！

「街路灯だけでは確保できな

い明るさを、各家庭の門灯を

すべて点灯して確保していま

す。午後10時ぐらいまでは、

つけておくようにしていま

す。少しでも夜道が明るいと、

安心できますね。近くにある

公園の清掃活動もこの地域の

住民が取り組んでいて、地域

の結び付きがしっかりしてい

ます」。

「門灯一斉点灯運動」

（並木自治会の皆さん）

暗闇無くして
不安を解消！

「６月から、町内の電柱などにはられた

違反広告物の撤去に取り組んでいます。

15人を２グループに分けて、２週間に

１回町内を見回っています。始めた当初

は多かった広告物が、最近になってだい

ぶ減ってきました。町内がきれいになっ

ているのが自慢です。仲間といっしょに

話をしながらゆっくりやっているので、

負担は感じません。この活動を始めてか

ら、ふだん歩いているときでも、電柱が

気になってしかたがないんですよ」。

「違反広告物簡易除去活動」

（通町自治会の皆さん）

違反広告物撤去で
まちをきれいに！

「公園の清掃活動をしながら、小中

学生に声を掛けて登校を見守ってい

ます。公園の清掃は、小学生も月１

回参加しています。また、公園の中

には花壇があって、毎朝中学生が水

をあげてから登校しています。みん

なが使う公園をみんなできれいにす

ることで、地域のつながりが密にな

っていると感じます」。

「声かけ運動・花いっぱい運動」

（西小仙波町１丁目自治会の皆さん）

あいさつで
まちを明るく！



活
動
は
、
地
域
の
環
境
美
化
に
つ

な
が
り
ま
す
。
ま
ち
が
き
れ
い
に

な
る
と
、
犯
罪
者
に
「
こ
こ
で
の

犯
行
は
無
理
だ
」
と
思
わ
せ
る
効

果
が
生
ま
れ
る
そ
う
で
す
。
自
分

が
住
ん
で
い
る
地
域
が
き
れ
い
で

安
全
な
場
所
に
な
る
こ
と
で
、
住

み
心
地
も
よ
く
な
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
住
む
こ
と
に
誇
り
の
持
て
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

安
心
・
安
全
な
ま
ち
は
、
す
ぐ

に
形
成
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
継
続
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
途
中
で
や
め
て
し
ま
う
と
、

防
犯
の
「
目
」
が
無
く
な
り
、
そ

こ
か
ら
生
ま
れ
た
「
芽
」
も
、
枯

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
防
犯
の
「
目
」

か
ら
生
ま
れ
た
「
芽
」
を
大
切
に

育
て
て
い
く
こ
と
で
、
さ
ら
な
る

防
犯
の
輪
が
広
が
り
、
犯
罪
に
囲

ま
れ
て
い
る
暮
ら
し
と
は
無
縁
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。

今
後
、
市
で
は
次
の
よ
う
な
活

動
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

①
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
重
点
地
域

（
ク
レ
ア
モ
ー
ル
周
辺
）
に
お

け
る
活
動
の
促
進
・
支
援

②
防
犯
推
進
体
制
の
整
備
・
促
進

強
化
地
域
の
指
定

５ 広報川越 №1106 2005－７／10

■
増
や
そ
う
　
防
犯
の
「
目
」
■

「
防
犯
」
と
い
う
こ
と
ば
か
ら

は
、「
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」「
犯
罪
者
を
見
逃

さ
な
い
」
と
い
っ
た
、
面
倒
で
危

険
を
伴
う
イ
メ
ー
ジ
が
少
な
か
ら

ず
あ
り
ま
す
。
で
も
、
そ
の
よ
う

な
直
接
的
な
防
犯
活
動
で
は
な

く
、右
ペ
ー
ジ
の
活
動
の
よ
う
に
、

「
買
い
物
を
し
な
が
ら

．
．
．
．

」
と
か

「
清
掃
活
動
の
つ
い
で
に

．
．
．
．

」
と
い

っ
た
間
接
的
な
防
犯
活
動
で
も
、

大
き
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
て
防
犯
の
「
目
」
が
増

え
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
芽
」

が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
歩
く
」
と
い
う
行
為
は
、
有

酸
素
運
動
の
一
つ
。
人
と
話
を
し

な
が
ら
歩
け
る
程
度
の
速
さ
で
、

一
定
時
間
続
け
て
行
う
と
い
い
運

動
に
な
り
ま
す
。
足
腰
が
丈
夫
に

な
る
、
血
行
が
よ
く
な
る
な
ど
の

効
果
が
あ
り
ま
す
。

違
反
広
告
物
の
撤
去
を
行
っ
て

い
る
通
町
自
治
会
の
皆
さ
ん
に
聞

い
た
と
こ
ろ
、
少
な
く
と
も
二
十

分
く
ら
い
は
歩
く
そ
う
で
す
。
こ

の
二
十
分
と
い
う
の
は
、
体
が
温

ま
り
う
っ
す
ら
と
汗
を
か
き
始
め

る
時
間
。買
い
物
や
通
勤
・
通
学
、

犬
の
散
歩
な
ど
、
ふ
だ
ん
の
生
活

の
中
で
歩
く
機
会
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
健
康
を
気
に
し
て
、
ふ

だ
ん
か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て

い
る
方
も
い
る
で
し
ょ
う
。
そ
の

つ
い
で
に
、
ち
ょ
っ
と
周
囲
を
気

に
し
な
が
ら
歩
く
こ
と
で
、
そ
の

効
果
は
防
犯
と
健
康
の
一
石
二
鳥

に
な
り
ま
す
。

な
お
、
自
転
車
に
乗
る
こ
と
で

も
同
様
の
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

並
木
自
治
会
の
門
灯
一
斉
点
灯

運
動
の
よ
う
に
、
地
域
が
一
体
と

な
っ
た
取
り
組
み
や
、
地
域
の
皆

さ
ん
が
い
っ
し
ょ
に
公
園
や
道
路

の
清
掃
活
動
を
行
う
こ
と
か
ら
犯

罪
を
起
こ
さ
せ
に
く
い
環
境
が
生

ま
れ
ま
す
。

地
域
の
連
帯
感
を
強
く
す
る
、

い
ち
ば
ん
簡
単
な
方
法
は
あ
い
さ

つ
。
神こ

う

戸べ

市
の
あ
る
地
域
で
は
、

見
知
ら
ぬ
ど
う
し
で
も
、
あ
い
さ

つ
を
交
わ
す
運
動
を
始
め
ま
し

た
。
す
る
と
、
空
き
巣
な
ど
の
被

害
が
無
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。

地
域
の
連
帯
感
が
強
く
な
る

と
、
災
害
に
も
強
く
な
り
ま
す
。

十
年
前
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で

は
、
建
物
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
た
方

の
多
く
は
、
地
域
住
民
の
手
に
よ

っ
て
救
出
さ
れ
ま
し
た
。
い
ざ
と

い
う
と
き
に
、
隣
近
所
の
皆
さ
ん

が
、
強
い
味
方
に
な
り
ま
す
。

た
っ
た
一
枚
の
割
れ
た
窓
ガ
ラ

ス
を
放
置
し
た
こ
と
で
、
ま
ち
の

秩
序
が
乱
れ
、
犯
罪
が
起
こ
り
や

す
い
環
境
に
な
る
…
…
。「
割
れ

窓
理
論
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の

で
す
。
か
つ
て
犯
罪
が
多
発
し
て

い
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、
こ
の

理
論
を
実
践
し
、
ど
ん
な
に
小
さ

な
犯
罪
（
落
書
き
や
ポ
イ
捨
て
）

も
見
逃
さ
ず
、
徹
底
し
て
取
り
締

ま
っ
た
こ
と
で
、
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
に
成
功
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
公
園
に
み
ん
な
で
花
を

育
て
る
、
ご
み
拾
い
を
す
る
、
違

反
広
告
物
を
撤
去
す
る
と
い
っ
た

③
公
用
車
に
青
色
回
転
灯
装
備
車

両
の
導
入

④「
安
心
安
全
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
の
構
築

「
要
注
意
」
に
掲
載
し
て
い
る

五
つ
の
犯
罪
の
、
こ
と
し
一
月
か

ら
五
月
ま
で
の
市
内
の
犯
罪
認
知

件
数
は
、
千
四
百
三
十
五
件
。
昨

年
の
同
時
期
よ
り
、
三
百
九
十
一

件
減
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
「
目
」

を
増
や
す
と
い
う
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
防
犯
に
対
す
る
意
識
が
高
ま

っ
た
成
果
で
す
。
犯
罪
を
さ
ら
に

減
ら
し
て
い
く
た
め
に
、
こ
れ
か

ら
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

も
し
、
犯
罪
に
あ
っ
た
、
犯
行

を
見
か
け
た
、
気
に
な
る
こ
と
が

あ
る
と
い
っ
た
と
き
に
は
、
左
記

に
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

●「犯罪にあった」「事件や不審者を見かけた」
すぐに110番通報！（どの電話からも
「110」だけでつながります）
●警察に関する各種相談（緊急性のない相談等）
けいさつ総合相談センター・℡048－
822－9110（プッシュホンの場合、
#9110でもつながります）$川越警察署・
℡224－0110・FAX224－6558

犯
の「
目
」が
生
む

さ
ま
ざ
ま
な「
芽
」

い
運
動
と
同
じ
！

健
康
の「
芽
」

結
は
力
な
り
！

連
帯
感
の「
芽
」

分
の
ま
ち
が
好
き
！

地
域
に
愛
着
の「
芽
」

切
な
の
は

継
続
す
る
こ
と
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～ひとくち情報～ ミニ・インフォメーション ～ひとくち情報～
●旧戸田家住宅改修工事による休館　農業ふれあいセンター・℡226－6551
農業ふれあいセンター東側にある旧戸田家住宅が、改修工事のため、７月15日昔から当分の間休館します。

●平成17年度第３回川越市社会福祉審議会地域福祉専門分科会 保健福祉推進課保健福祉推進担当・℡内線2513
７月22日昔、午後１時30分～。本庁舎７階第５委員会室。傍聴は、当日直接会場。
●第10回川越市介護保険事業計画等推進委員会 介護保険課計画担当・℡内線2563
７月25日席、午後１時30分～。本庁舎７階７ＡＢ会議室。傍聴は、当日直接会場。
●埼玉県農林総合研究センター園芸教室「ベランダでもできる秋どり野菜栽培」 埼玉県農林総合研究センター鶴ケ島試験地・℡285－2206
８月３日戚、午後１時30分～３時。同試験地（鶴ケ島市）。先着30人。申し込みは、７月25日席、午前９時から電話で同試験地。詳しくは、お尋ねください。

職
種
・
募
集
人
員
・
受
験
資
格

受
験
資
格
は
、
そ
れ
ぞ
れ
す
べ
て

の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

事
務
職
Ⅰ
（
12
人
）
…
大
学
＝
①
大

学
を
来
年
３
月
卒
業
見
込
み
ま
た

は
卒
業
し
て
い
る
②
生
年
月
日
が

昭
和
54
年
４
月
２
日
以
降
▼
短

大
＝
①
短
大
を
来
年
３
月
卒
業
見

込
み
ま
た
は
卒
業
し
て
い
る
②
生

年
月
日
が
昭
和
56
年
４
月
２
日
以

降
▼
高
校
＝
①
高
校
を
来
年
３
月

卒
業
見
込
み
ま
た
は
卒
業
し
て
い

る
②
生
年
月
日
が
昭
和
58
年
４
月

２
日
以
降
。
も
し
く
は
①
高
校
卒

業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
②
生
年

月
日
が
昭
和
58
年
４
月
２
日
か
ら

同
63
年
４
月
１
日
ま
で（
た
だ
し
、

大
学
・
短
大
等
を
卒
業
見
込
み
ま

た
は
卒
業
し
て
い
る
方
は
除
く
）

事
務
職
Ⅱ
（
２
人
）
…
①
社
会
福
祉

士
の
資
格
を
有
す
る
②
生
年
月
日

が
昭
和
46
年
４
月
２
日
以
降

土
木
職
（
１
人
）
…
①
大
学
で
土
木

を
専
攻
し
、
来
年
３
月
卒
業
見
込

み
ま
た
は
卒
業
し
て
い
る
②
生
年

月
日
が
昭
和
54
年
４
月
２
日
以
降

建
築
職
（
１
人
）
…
①
大
学
で
建
築

を
専
攻
し
、
来
年
３
月
卒
業
見
込

み
ま
た
は
卒
業
し
て
い
る
②
生
年

月
日
が
昭
和
54
年
４
月
２
日
以
降

職
種
・
募
集
人
員

事
務
職
Ⅲ
（
１
人
）

受
験
資
格

す
べ
て
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

①
生
年
月
日
が
昭
和
50
年
４
月
２
日

か
ら
同
63
年
４
月
１
日
ま
で

②
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る

③
自
力
で
通
勤
が
で
き
、
か
つ
介
護

を
必
要
と
せ
ず
に
週
三
十
八
時
間

四
十
五
分
の
職
務
の
遂
行
が
可
能

④
平
成
17
年
８
月
19
日
昔
現
在
、
埼

玉
県
内
に
居
住
し
て
い
る

初
任
給

学
歴
等
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

受
験
申
し
込
み
（
郵
送
不
可
）

受
付
日
時
…
８
月
17
日
戚
〜
19
日

昔
、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

受
付
会
場
…
本
庁
舎
七
階
第
一
委
員

会
室

＊
手
話
通
訳
が
必
要
な
方
は
、
受
験

申
込
書
に
そ
の
旨
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

＊
点
字
に
よ
る
受
験
を
希
望
す
る
方

は
、
受
験
申
込
書
の
記
入
は
代
筆
可

能
で
す
。

採
用
試
験

試
験
日
…
９
月
16
日
昔

試
験
会
場
…
中
央
公
民
館

●
募
集
案
内
・
申
込
書
の
配
布

七
月
十
一
日
席
か
ら
、
職
員
課

（
本
庁
舎
四
階
）
・
出
張
所
・
南
連

絡
所
（
ア
ト
レ
一
階
）
・
川
鶴
連
絡

所
・
本
川
越
駅
証
明
セ
ン
タ
ー
（
西

武
本
川
越
ペ
ペ
二
階
）
で
配
布
し
ま

す
。募

集
案
内
を
郵
送
で
希
望
す
る
方

は
、
職
員
課
人
事
係
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

な
お
、
点
字
に
よ
る
募
集
案
内
・

申
込
書
は
職
員
課
の
み
で
配
布
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
…
職
員
課
人
事
係
・
℡

内
線
２
２
３
１

市
職
員
を
募
集
し
ま
す

＊
募
集
人
員
は
、
欠
員
状
況
等
に
よ
り
、
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
給
与
・
勤
務
時
間
・

休
暇
等
、
詳
し
く
は
募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

電
気
職
（
１
人
）
…
①
大
学
で
電
気

を
専
攻
し
、
来
年
３
月
卒
業
見
込

み
ま
た
は
卒
業
し
て
い
る
②
生
年

月
日
が
昭
和
54
年
４
月
２
日
以
降

機
械
職
（
１
人
）
…
①
大
学
で
機
械

を
専
攻
し
、
来
年
３
月
卒
業
見
込

み
ま
た
は
卒
業
し
て
い
る
②
生
年

月
日
が
昭
和
54
年
４
月
２
日
以
降

保
健
師
職
（
４
人
）
…
①
保
健
師
の

免
許
を
有
す
る
、
ま
た
は
来
年
３

月
31
日
ま
で
に
同
免
許
を
取
得
見

込
み
②
生
年
月
日
が
昭
和
54
年
４

月
２
日
以
降

保
育
士
職
（
１
人
）
…
①
保
育
士
の

資
格
を
有
す
る
、
ま
た
は
来
年
３

月
31
日
ま
で
に
同
資
格
を
取
得
見

込
み
②
生
年
月
日
が
昭
和
56
年
４

月
２
日
以
降

初
任
給

十
五
万
七
千
六
百
三
十
円
〜
十
九

万
五
千
百
四
十
円
（
学
歴
等
に
よ
り

異
な
る
。
ま
た
、
給
与
改
定
に
よ
り

金
額
が
変
更
に
な
る
場
合
あ
り
）。

受
験
申
し
込
み
（
郵
送
不
可
）

受
付
日
時
…
８
月
17
日
戚
〜
19
日

昔
、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

受
付
会
場
…
本
庁
舎
七
階
第
一
委
員

会
室

採
用
試
験

試
験
日
…
９
月
18
日
隻

試
験
会
場
…
市
立
川
越
高
校

身
体
障
害
者
の
採
用
試
験

（
点
字
に
よ
る
受
験
が
で
き
ま
す
）

収
入
役
の
任
期
満
了

坂さ
か

口ぐ
ち

一か
ず

雄お

（
平
成
十
七
年
六
月
二
十
六
日
付
け
任
期
満
了
）

問
い
合
わ
せ
…
職
員
課
人
事
係
・
℡
内
線
２
２
３
１
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提案要旨（市民目安箱）
中央図書館に７か月の子どもとよく行きます。

本を探していると時間がすぐたち、授乳の場所が
なく、子どもに我慢させ家に帰っています。時間
を気にせず利用できるよう、授乳室の設置をお願
いします。
回答
中央図書館の約９万８千冊の児童図書は、館内

の閲覧のほか、昨年１年間で延べ約13万５千冊
が貸し出され、多くのご利用をいただいておりま
す。また、図書館では、ブックスタート事業（４
か月児健康診査の会場で保護者と赤ちゃんに絵本
とメッセージを渡す事業）と同様の趣旨で、親子
のふれあいを目的とした０歳～１歳児向けのおは
なし会を月１回開催しております。
さらに、幼児向けのおはなし会を月１回、児童

向けの日曜おはなし会を月４回、定例のおはなし
会を年４回開催するなど、保護者とお子さんに本
を紹介する事業を実施し、多数の参加をいただい
ております。
このように、図書の閲覧・貸し出しや催し物に

参加するため、乳幼児を連れた保護者の皆さんが
長時間、館内にいらっしゃる機会が増えてまいり
ました。
そこで、周囲を気にせず利用できる授乳コーナ

ーを、１階児童室内に設置いたしました。授乳コ
ーナー内には、授乳用のいすとベビーベッドを配
置しました。時間を気にせず、多くの方に図書館
を利用していただきたいと考えております。
このことについては、中央図書館・℡222－

0559にお尋ねください。

舟橋市長に提案 №121

中央図書館に乳幼児の授乳室
を作ってください

あ
て
先
＝
〒
３
５
０-

８
６
０
１
川
越
市
役
所
広
聴
広
報
課
「
デ
ュ
エ
ッ
ト
係
」
▼
フ
ァ

ク
ス
＝
２
２
５-

２
８
９
５
▼
Ｅ
メ
ー
ル
＝in

fo
@
city.kaw

ag
o
e
.saitam

a.jp

＊
必
ず
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

＊
匿
名
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
希
望
の
場
合
は
、
そ
の
旨
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

Duet

デ
ュ
エ
ッ
ト
広
報
川
越
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を

紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す

二
階
の
居
間
に
上あ

が

っ
て
行
く
と
、
母

が
い
な
い
の
に
気
が
付
き
、
皆
で
心

配
し
て
い
る
と
、
そ
っ
と
階
段
を
上

っ
て
く
る
母
が
恥
ず
か
し
そ
う
に

「
こ
わ
か
っ
た
わ
ね
」
と
云い

い
乍な

が

ら
、

手
に
は
サ
ツ
マ
イ
モ
を
し
っ
か
り
持

っ
て
い
ま
し
た
。
今
は
亡
き
母
と
サ

ツ
マ
イ
モ
の
思
い
出
で
す
。

（
一
部
省
略
）

も
ー
（
か
す
み
野
一
丁
目
）

■
広
報
川
越
か
ら

私
が
中
学
三
年
、
昭
和
二
十
五

年
神か

ん

田だ

に
住
ん
で
い
た
頃こ

ろ

の

こ
と
で
す
。
二
階
の
居
間
で
父
・

母
・
私
・
妹
で
サ
ツ
マ
イ
モ
を
昼
食

と
し
て
食
べ
て
い
る
時と

き

、
突
然
ガ
タ

ガ
タ
ガ
タ
と
家
が
揺
れ
「
地
震
だ
」

と
叫
び
、
こ
わ
い
！
　
と
私
は
床
に

は
り
つ
い
て
し
ま
っ
た
。
私
は
、
ど

う
し
て
い
い
の
か
わ
か
ら
ず
、
妹
を

抱
い
て
揺
れ
る
階
段
を
お
り
て
外
に

出
た
。そ
の
う
ち
に
地
震
も
収
ま
り
、

今
で
は
、
お
か
ず
や
お
や
つ
の
サ

ツ
マ
イ
モ
は
、
主
食
と
し
て
重
要
な

時
期
も
あ
り
ま
し
た
。お
母
さ
ん
は
、

き
っ
と
本
能
的
に
サ
ツ
マ
イ
モ
を
手

に
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

◎
　
　
◎
　
　
◎
　
　
◎

四
、
五
年
前
、
シ
ニ
ア
大
学
小

江
戸
塾
で
受
講
し
ま
し
た
。

最
後
に
グ
ル
ー
プ
発
表
が
あ
り
、
私

は
サ
ツ
マ
イ
モ
に
つ
い
て
調
べ
る
グ

ル
ー
プ
に
入
り
ま
し
た
。

図
書
館
や
本
屋
で
サ
ツ
マ
イ
モ
に

関
す
る
本
を
さ
が
し
、
い
ろ
い
ろ
な

人
の
話
を
聞
き
、
多
く
の
種
類
の
サ

ツ
マ
イ
モ
を
集
め
る
為た

め

に
野
菜
売う

り

場ば

を
歩
き
回
り
ま
し
た
。
い
い
人
た
ち

に
恵
ま
れ
、「
サ
ツ
マ
イ
モ
博
士
」

の
「
ハ
」
近
く
ま
で
い
か
れ
た
楽
し

い
思
い
出
で
す
。

い
と
う
（
石
原
町
二
丁
目
）

■
広
報
川
越
か
ら

今
回
の
テ
ー
マ
を
通
し
て
、
私
も

「
サ
ツ
マ
イ
モ
博
士
」
に
近
づ
け
そ

う
な
気
が
し
ま
す
。

ち
な
み
に
、
同
じ
「
イ
モ
」
で
も
、

サ
ツ
マ
イ
モ
は
「
ヒ
ル
ガ
オ
科
」、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
「
ナ
ス
科
」、
サ
ト

イ
モ
は
「
サ
ト
イ
モ
科
」、
ナ
ガ
イ

モ
は
「
ヤ
マ
ノ
イ
モ
科
」
に
分
類
さ

れ
る
そ
う
で
す
。

◎
　
　
◎
　
　
◎
　
　
◎

＊
ふ
り
が
な
は
広
聴
広
報
課
で
付
け

ま
し
た
。
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■
川
越
市
の
財
政
事
情
■
　
　
　
川
越
市
役
所
・
℡
２
２
４-

８
８
１
１

収益的収支：家庭への給水や県水の受水などの営業活動に伴う収入と支出のことです。
資本的収支：浄水場を整備するなど、設備投資に伴う収入と支出のことです。

特別会計：普通地方公共
団体が特定の事業を行う
場合、その他特定の歳入
を特定の歳出に充て、一
般の歳入・歳出と区分し
て経理する必要がある場
合に、条例によって設置
することができるもので
す（地方自治法第209
条）。

市債：市が多額の経費を要する事業を行う場合に、その
経費の一部を国などから借り入れるものをいいます。

面 　 　 積 2,667,347.04㎡
土　　地

価格（千円） 222,229,669
面 　 　 積 685,012.73㎡

建　　物
価格（千円） 67,079,144

基　　金　　名 金　　　額（千円）
財政調整基金 2,850,763
職員退職手当基金 4,593,212
庁舎建設基金 562,625
その他11基金 1,286,477
合　　　　計 9,293,077

土地・建物（道路・水路を除く）

積立基金

収益的収支：汚水処理などの営業活動に伴う収入と支出のことです。
資本的収支：施設整備をするなど、設備投資に伴う収入と支出のことです。

一般会計（千円） 67,714,978
特別会計（千円） 38,992,989

公共下水道 23,995,955
水道 13,887,107
農業集落排水 468,900
公共地下駐車場 344,167
西口土地区画整理 255,990
母子寡婦福祉資金貸付 40,870

合　　　計（千円） 106,707,967

水
　
　
道

公
共
下
水
道

特別会計収支状況
種　　類 予算現額（千円） 収入済額（千円） 予算対比（％） 支出済額（千円） 予算対比（％）

国民健康保険 25,711,622 23,282,737 90.5 24,340,979 94.6
老人保健医療 20,131,572 17,727,029 88.0 18,074,439 89.7
介護保険 9,150,204 7,527,010 82.2 8,137,717 88.9
競　　輪 3,396,300 2,226,451 65.5 2,192,396 64.5
西口土地区画整理 781,774 94,926 12.1 612,323 78.3
農業集落排水 530,145 319,336 60.2 190,906 36.0
公共地下駐車場 276,200 212,163 76.8 223,459 80.9
母子寡婦福祉資金貸付 78,390 85,668 109.2 57,271 73.0
交通災害共済 69,100 62,499 90.4 59,493 86.0
休日急患・小児夜間診療 55,600 46,697 83.9 41,920 75.3
合　　計 60,180,907 51,584,516 85.7 53,930,903 89.6

企業会計収支状況
収益的収支 予算現額（千円）収入・支出済額（千円）予算対比(%)
収益的収入 6,813,010 7,072,255 103.8
収益的支出 6,297,661 6,195,607 98.3

資本的収支 予算現額（千円）収入・支出済額（千円）予算対比(%)
資本的収入 884,106 906,530 102.5
資本的支出 2,724,879 2,424,249 88.9

収益的収支 予算現額（千円）収入・支出済額（千円）予算対比(%)
収益的収入 5,507,805 5,468,139 99.2
収益的支出 5,431,890 5,318,080 97.9

資本的収支 予算現額（千円）収入・支出済額（千円）予算対比(%)
資本的収入 1,560,333 1,501,341 96.2
資本的支出 3,278,249 3,133,781 95.5

市債現在高（長期借入金） 市有財産現在高

資金融資事業（簡易生命保険および郵便貯金）

郵便局の簡易生命保険や郵便貯金の資金は、地域社会の発
展と住民福祉の増進に貢献することを目的とし、市町村の事
業に融資されています。
昨年度、川越市では右記の施設等が融資を受けています。

簡易生命保険資金融資事業
●仮称菅間学校給食センター用地取得事業
●南古谷第二保育園用地取得事業
●減税補てん債（恒久減税分）

郵便貯金資金融資事業
●減税補てん債（先行減税分）
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■
川
越
市
の
財
政
事
情
■
　
　
　
川
越
市
役
所
・
℡
２
２
４-

８
８
１
１

川越市の財政事情を公表します川越市の財政事情を公表します
問い合わせ…財政課財政担当・℡内線2312

市では年２回、市の財政事情（予算執行状況）を公表しています。今回、公表する財政事情は、平成16年度下半期（平

成16年10月１日～平成17年３月31日）を対象にした、平成17年３月31日現在のものです。

水道および公共下水道会計以外の会計については、出納閉鎖期日が平成17年５月31日であることから、決算とは異な

ります。

最終的な決算の状況については、12月に発行する広報川越で公表する予定です。

条例に基づき公表された原本の内容は、財政課（本庁舎４階）・情報公開窓口（東庁舎１階）・川越市ホームページで

閲覧することができます。

http://www.city.kawagoe.saitama.jp/
＊予算対比率は、小数点以下第２位を切り捨てています。

一般会計収支状況
予算現額 収入済額 支出済額

95,738,690千円
83,413,741千円 79,408,357千円
（87.1％） （82.9％）

歳入
（　）は
予算対比

市税
46,095,729千円

（98.2％）

繰入金
129,894千円
（80.6％）

分担金・負担金
708,482千円

（91.1％）

市債
8,796,400千円
（50.7％）

地方譲与税など
9,950,709千円

（99.9％）

国庫支出金
7,313,675千円

（85.9％）

繰越金
3,625,017千円

（99.9％）

諸収入など
3,529,446千円

（74.5％）

県支出金
1,653,467千円
（82.0％）

使用料・手数料
1,610,922千円（93.5％）

歳出
（　）は
予算対比

民生費
20,461,335千円
（82.4％）

公債費
15,052,671千円

（98.3％）

教育費
12,000,580千円（80.8％）

議会費
624,261千円
（94.4％）

農林水産業費
1,002,693千円

（83.1％）

商工・労働費
2,112,983千円

（64.9％）

10,138,764千円
衛生費

（88.4％）

土木費
7,093,005千円

（66.4％）

総務費
7,149,983千円

（74.3％）

消防費など
3,772,082千円

（96.9％）

一般会計：市の行政運営の基本的

な経費を計上したものです。

＊（ ）は予算対比

歳出の用語解説
民生費…福祉施設の整備や運営、生活保護の実

施などのための経費です

公債費…借入金の元金、利子返済のための経費

です

教育費…学校教育や生涯学習の充実、芸術・文

化・スポーツ振興などのための経費です

衛生費…保健衛生・環境保全などのための経費

です

総務費…選挙・戸籍・徴税事務や庁舎管理など

の経費です

歳入の用語解説
市税…市民税・固定資産税・軽自動車税・市た

ばこ税・特別土地保有税・事業所税などを指

します

地方譲与税など…地方譲与税・地方消費税交付

金・地方交付税などを指します

国庫支出金…一定の事業に使いみちを特定し

て、国から交付されるお金です

諸収入など…税の延滞金・預金利子・競輪等の

収益事業収入など、他の収入科目に含まれな

いものを指します
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■
お
知
ら
せ
ワ
イ
ド
■
　
　
　
川
越
市
役
所
・
℡
２
２
４-

８
８
１
１

義
経
フ
ォ
ー
ラ
ム

〜
全
国
に
広
が
る
川
越
の
輪
〜

８
月
６
日
析
、
午
後
０
時
45
分
〜
４
時
30
分
（
開
場
＝
正
午
）

メ
ル
ト
（
西
文
化
会
館
）

上う
わ

戸ど

に
は
、
源

み
な
も
と
の

義よ
し

経つ
ね

と
共
に
源
平
の
合
戦
で
活
躍
し
た
河
越
氏
の
館
跡
が
あ
り
ま
す
。
河
越

氏
は
武む

蔵さ
し

国
の
く
に

を
代
表
す
る
武
士
で
、
河か

わ

越ご
え

太た

郎ろ
う

重し
げ

頼よ
り

の
娘
は
、
義
経
の
正
室
に
選
ば
れ
る
な
ど
、

義
経
と
は
深
い
か
か
わ
り
が
あ
り
ま
す
。

「
義
経
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
、
義
経
と
河
越
氏
の
関
係
を
知
る
と
と
も
に
、
川
越
と
縁
が
深
く
、

名
字
が
「
川
越
」
の
皆
さ
ん
を
全
国
か
ら
迎
え
、
川
越
ゆ
か
り
の
皆
さ
ん
の
源
を
探
り
ま
す
。

内
容

基
調
講
演
「
義
経
と
河
越
氏
」（
午
後
一
時
〜
一
時
四
十
五
分
）

川
越
市
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長
・
小こ

泉
い
ず
み

功
い
さ
お

さ
ん

フ
ォ
ー
ラ
ム
「
全
国
に
広
が
る
川
越
の
輪
」（
午
後
二
時
〜
三
時
三
十
分
）

司
会
＝
小
泉
功
さ
ん
▼
川
越
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・
坂さ

か

井い

絵え

美み

さ
ん

パ
ネ
リ
ス
ト
（
予
定
）
＝
元
碩
日
本
青
年
会
議
所
会
頭
・
川か

わ

越ご
え

宏ひ
ろ

樹き

さ
ん
（
宮
崎
県
）
▼
払ほ

っ

田た

八は
ち

幡ま
ん

神
社
宮
司
子
息
・
川か

わ

越ご
え

重し
げ

省よ
し

さ
ん
（
秋
田
県
）
▼
西
光
寺
第
二
十
五
世
住
職
・
壇だ

ん

上
じ
ょ
う

洪こ
う

司じ

さ
ん
（
兵
庫
県
）
▼
舟
橋
功
一
川
越
市
長

定
員
…
三
百
人
（
抽
せ
ん
）

申
し
込
み
…
往
復
ハ
ガ
キ
に
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
参
加
人
数
（
ハ
ガ
キ
一
枚
に

つ
き
二
人
ま
で
）
を
明
記
し
、
七
月
二
十
日
戚
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
〒
３
５
０-

８
６
０
１

川
越
市
役
所
観
光
課
内
小
江
戸
川
越
観
光
推
進
協
議
会
・
義
経
フ
ォ
ー
ラ
ム
係
ま
で
郵
送
ま
た

は
持
参
（
本
庁
舎
五
階
）

＊
車
い
す
席
五
席
。
手
話
通
訳
あ
り
。

＊
午
前
十
時
〜
十
一
時
に
、
常
楽
寺
（
上
戸
）
で
河
越
館
跡
自
由
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
（
午
前

十
時
三
十
分
か
ら
文
化
財
保
護
課
職
員
に
よ
る
河
越
館
跡
の
説
明
が
あ
り
ま
す
）。

＊
正
午
〜
午
後
四
時
三
十
分
に
メ
ル
ト
の
ロ
ビ
ー
で
、
河
越
館
跡
出
土
品
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
観
光
課
観
光
企
画
担
当
・
℡
内
線
２
７
３
２

第16回　小江戸川越花火大会 小江戸川越観光推進協議会主催

７月23日析、午後５時30分～９時 安比奈親水公園（天候不良の場合は、７月24日隻）

午後５時30分ごろから和太鼓の競演を、午後７時

30分ごろから花火の打ち上げを行います。

交通
笠幡駅から安比奈親水公園まで徒歩約20分。ま

た、当日は南大塚駅から臨時の直通バス（有料）を
随時運行します。
交通規制
右の地図をご覧ください。

お願い
当日は混雑が予想されますので、来場の際は公共

交通機関の利用をお願いします。自動車を運転する
方は、安全運転に努めてください。
会場は暗いので、懐中電灯を持参してください。
ごみは各自で持ち帰りましょう。
歩きたばこや、ごみのポイ捨てはやめましょう。

注意事項
八瀬大橋からの見学はできません。
路上駐車は禁止です。近隣の方に迷惑をかけるう

え、緊急車両の通行の妨げになります。
問い合わせ…花火情報案内（ハローダイヤル）・℡03－5777－8600$川越市観光案内所・℡222－5556

入
　
　
間
　

　
川

笠幡駅
ＪＲ
川越
線

安比奈親水
公園入口

午後５時
～10時

Ｐ１

Ｐ２

会場＝
安比奈親水公園

八瀬
　大橋
外周道路
駐車禁止

Ｐ３

川越総合地方卸売市場

大東西中

卸売市場入口

Ｐ７

国道
16
号 大袋新田

Ｐ５

大東出張所
　公民館

南大塚駅

西武
新宿
線

関
越
自

動
車
道

初雁橋

Ｐ４

県営川越公園
（午後５時30分まで有料）

県道川越日高線

川越西郵便局
霞ケ関

中Ｐ６

午後３時30分～９時30分

臨時バス乗降場

県
道
鯨
井
狭
山
線

臨時バス降車場

（北口）

的場駅

Ｐ８
大東西小

八瀬大橋南

的場上

車両通行禁止

花火打ち上げ立ち入り禁止区域
　　　　（正午～午後９時30分）

橋上等観覧禁止区域

駐車場（Ｐ１～Ｐ８）

この区域内は交通混雑や危険防止
のため、車両の通行ができなくな
る場合があります
　　　　（午後５時～９時30分）

河越館跡
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７月31日隻、「義経ゆかりの行列」が行われます！
現在放映中のNHK大河ドラマ「義経」を記念し、「義経ゆかりの行列」を行います。この

行列に、義経の正室・萌
もえ

（河
かわ

越
ごえ

太
た

郎
ろう

重
しげ

頼
より

の娘）を演じる女優の尾
お

野
の

真
ま

千
ち

子
こ

さんも参加し、ド

ラマと同じ衣装で歩きます。

日時…７月31日隻、午後３時30分～５時10分　行程…本川越駅前交差点～札の辻交差点

隊列…①川越藩火縄銃鉄砲隊保存会行列②義経ゆかりの行列③川越藩行列

問い合わせ…観光課観光企画担当・℡内線2732

NHK大河ドラマ「義経」（NHK総合テレビ・日曜日、午後８時～８時45分）で
川越が紹介されます
・７月24日隻と31日隻の放送で、尾野真千子さん演じる正室・萌が登場します
・７月31日隻の放送で、義経紀行として常楽寺（上

うわ

戸
ど

）・養寿院（元
もと

町
まち

２丁目）が紹介されます

源平のロマン・義
よし

経
つね

正室の故郷
ふるさと 第24回川越百万灯夏まつり

７月28日斥～31日隻（28日斥・29日昔は飾りつけのみ）

30日析
●開会式＝本川越駅前ステージ／午後３時～
●パレード（川越市交通安全母の会ほか）＝本川越駅前→一番街／午後３時35分～
●手作りみこし／午後４時30分～
慎本川越駅前→連雀町交差点→大正浪

ろ

漫
まん

夢通り→仲町交差点→本川越駅前
振商工会議所前→仲町交差点→本川越駅前
●OH

お

！　通
ど

りゃんせKAWAGOE（踊り）＝本川越駅前ステージ周辺／午後７時～
31日隻
●大道芸大会＝一番街／午後２時30分～
●川越警察署交通安全教室・尚美学園演奏＝本川越駅前ステージ／午後３時～
●川越藩火縄銃鉄砲隊演武・義経ゆかりの行列＝本川越駅前→一番街／午後３時30分～
●川越市吹奏楽団ほか各種団体演奏・演技＝埼玉りそな銀行川越支店前ステージ／午後２時～
30日析・31日隻
●小江戸夏まつりオリエンテーリング／午後２時～
市内に設けられた各ポイントを巡りながら、川越市に関するクイズに挑戦。全問
正解者の中から抽せんで豪華賞品をプレゼント。抽せん会は31日、本川越駅前ス
テージで実施します（参加シートは、新聞折り込みの「川越百万灯夏まつり瓦

かわら

版」
に付いています。本川越駅前と埼玉りそな銀行川越支店前でも配布します）。
●お囃子競演会（川越市囃子連合会）＝みずほ信託銀行川越支店前／午後４時～
●商店街イベントガイド
①一番街商店街＝和太鼓フェスティバル（30日）・かき氷・生ビール・枝豆販売ほか（両日）
②仲町商店街＝ヨーヨー釣り（両日）
③大正浪漫夢通り商店街＝夢通り縁日広場・ゲーム・バザー・スタンプラリー（31日）
④立門前商栄会＝地元商店による物産展・焼きそば・ビール等の販売（両日）
⑤川越名店街＝ベーゴマ大会（31日）
⑥中央通り２丁目商店会＝浴衣無料着付け（両日）
⑦広小路商栄会＝子ども広場・手作り木工教室（両日）
⑧連雀町繁栄会＝チャリティー抽せん会（30日）
⑨新富町商店街＝和太鼓演奏、クレアモール変身仮装パレード・コンテスト、地震

体験・はしご車乗車体験（31日）
⑩サンロード商店街＝氷彫刻の設置と実演・商店街模擬店・スーパーボールすくい（31日）
川越織物市場の会＝フリーマーケット・夕涼み会・浦島囃子連による囃子（30日）
＊天候などにより行事の内容・時間を変更することがあります。
＊30日析・31日隻、埼玉りそな銀行川越支店・本川越支店の駐車場は、利用できません。

駐車場の臨時休業
連雀町駐車場・幸町駐車場
７月30日析・31日隻

上記の期間、市営駐車場は臨
時休業します。
＊７月30日析・31日隻、武蔵野
銀行川越支店の駐車場の一般開
放は行いません。
問い合わせ…商工振興課商工
係・℡内線2725

問い合わせ…川越百万灯夏まつり実行委員会・℡229－1820

交通規制

①
一
番
街

商
店
街

②仲町商店街 　
大
正
浪
漫

③
夢
通
り

　
商
店
街

④立門前商栄会⑥
中
央
通
り

二
丁
目
商

店
会

⑩サンロ
　ード商
　店街 

 ⑨新富町
    商店街

⑤
川
越
名
店
街

中
央
通
り

商
店
街

⑦連
雀
町

繁
栄
会

⑧

●時の鐘

商工会議所

●
警備
本部

●武蔵野銀行

市役所

●消防本部

ス
テ
ー
ジ

本
川
越
駅

札の辻

 みずほ信託
       銀行●

アトレ

川越駅

●埼玉りそな銀行川越支店

Ｎ
Ｔ
Ｔ
●

旧
川
越
織
物
市
場

仲町
交差点

連雀町
交差点

●

広小路
商栄会

●

●

●

●

尾野真千子さん尾野真千子さん尾野真千子さん
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■
お
知
ら
せ
ワ
イ
ド
■
　
　
　
川
越
市
役
所
・
℡
２
２
４-

８
８
１
１

七
月
八
日
に
、
平
成
十
七
年
度
の

国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）
の
納

税
通
知
書
を
発
送
し
ま
し
た
。

こ
の
納
税
通
知
書
は
、
世
帯
主
の

方
が
国
保
に
加
入
・
未
加
入
に
か
か

わ
ら
ず
世
帯
主
あ
て
に
送
付
し
て
い

ま
す
。
加
入
者
の
氏
名
お
よ
び
加
入

月
・
年
税
額
に
つ
い
て
は
納
税
通
知

書
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

国
保
税
算
出
の
基
礎

国
保
税
額
は
、
医
療
保
険
分
・
介

護
保
険
分
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
割
額

と
均
等
割
額
の
合
計
で
算
出
さ
れ
ま

す
。
所
得
割
額
は
前
年
中
の
所
得
を

基
に
計
算
し
、
均
等
割
額
は
加
入
者

の
人
数
に
よ
り
計
算
し
ま
す
。

納
期
は
年
八
回

納
期
限
は
表
の
と
お
り
で
す
。
期

限
内
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
保
税
の
軽
減
と
減
免

申
告
し
て
い
る
所
得
が
少
な
い
世

帯
は
、
国
保
税
（
医
療
保
険
分
・
介

護
保
険
分
）
の
均
等
割
額
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。
軽
減
割
合
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

世
帯
の
所
得
合
算
額
が
三
十
三
万
円

よ
り
も
少
な
い
場
合
＝
六
割
軽
減

世
帯
の
所
得
合
算
額
が
三
十
三
万

円
＋
（
二
十
四
万
五
千
円
×
世
帯

主
を
除
く
加
入
者
数
）
よ
り
少
な

い
場
合
＝
四
割
軽
減

こ
の
軽
減
措
置
は
、
申
告
さ
れ
た

所
得
で
判
定
し
ま
す
。
世
帯
の
中
に

未
申
告
者
が
い
る
と
判
定
で
き
ま
せ

ん
。
国
保
加
入
者
は
、
所
得
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。ま

た
、
災
害
に
よ
り
損
害
を
受
け

た
世
帯
や
病
気
な
ど
で
前
年
に
比
べ

所
得
が
著
し
く
減
少
し
た
世
帯
は
、

申
請
に
よ
り
国
保
税
が
減
免
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
国
保
年
金
課
国
保
資

格
係
・
℡
内
線
２
４
７
９

国
民
健
康
保
険
税
（

国
民
健
康
保
険
税
（

国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）
の
納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
し
た

国
保
税
）
の
納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
し
た

国
保
税
）
の
納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
し
た

第１期 ８月 １日席

第２期 ８月31日戚

第３期 ９月30日昔

第４期 10月31日席

第５期 11月30日戚

第６期 来年１月 ４日戚

第７期 １月31日惜

第８期 ２月28日惜

平成17年度の納期限
七
月
八
日
に
六
十
五
歳
以
上
の
方

へ
、
平
成
十
七
年
度
の
介
護
保
険
料

の
通
知
書
を
発
送
し
ま
し
た
。

通
知
書
の
種
類

①
介
護
保
険
料
額
決
定
通
知
書
兼
特

別
徴
収
開
始
通
知
書

前
年
度
に
続
い
て
特
別
徴
収
の
方

を
対
象
に
、
年
金
か
ら
天
引
き
に
な

る
保
険
料
額
を
通
知
。

②
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
兼
特
別

徴
収
開
始
通
知
書

今
年
度
か
ら
特
別
徴
収
が
開
始

（
再
開
）
さ
れ
る
方
を
対
象
に
、
特

別
徴
収
・
普
通
徴
収
分
の
保
険
料
額

の
通
知
と
普
通
徴
収
分
の
納
付
書
を

送
付
（
九
月
ま
で
納
付
書
で
納
付
、

十
月
以
降
は
年
金
か
ら
天
引
き
）。

③
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書

普
通
徴
収
の
方
を
対
象
に
、
保
険

料
額
の
通
知
と
期
別
ご
と
の
納
付
書

を
送
付
（
口
座
振
替
の
方
は
、
納
付

書
が
あ
り
ま
せ
ん
）。

納
付
方
法
と
納
期

保
険
料
の
納
付
方
法
に
は
、
老

齢
・
退
職
年
金
か
ら
天
引
き
す
る
特

別
徴
収
と
、
市
か
ら
送
ら
れ
る
納
付

書
を
使
い
、
介
護
保
険
課
（
本
庁
舎

一
階
）
・
出
張
所
・
指
定
金
融
機
関

で
納
付
す
る
普
通
徴
収
が
あ
り
ま

す
。年

金
額
が
年
額
十
八
万
円
以
上
の

方
は
、
特
別
徴
収
で
す
。
年
金
を
受

給
し
て
い
な
い
方
、
ま
た
年
金
額
が

年
額
十
八
万
円
未
満
の
方
や
年
度
途

中
で
六
十
五
歳
に
な
る
方
は
普
通
徴

収
で
す
。

な
お
、
納
期
は
上
表
の
と
お
り
で

す
。

被
保
険
者
ひ
と
り
ひ
と
り
に
通
知

世
帯
主
に
通
知
す
る
国
保
税
と
異

な
り
、
六
十
五
歳
以
上
の
介
護
保
険

料
は
被
保
険
者
ご
と
に
算
定
し
、
個

別
に
通
知
し
ま
す
。

介
護
保
険
料
の
減
免

以
下
の
慎
〜
新
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
介
護

保
険
料
が
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

慎
災
害
に
よ
り
住
宅
・
家
財
等
に
損

害
が
あ
っ
た
場
合

住
宅
等
の
価
格
の
三
割
以
上
の
損

害
を
受
け
、
か
つ
生
計
中
心
者
の
前

年
中
の
所
得
金
額
が
一
千
万
円
以
下

で
あ
る
場
合
。

振
疾
病
等
に
よ
り
世
帯
収
入
に
著
し

い
減
少
が
あ
っ
た
場
合

前
年
所
得
の
二
分
の
一
以
下
の
収

入
に
な
っ
た
場
合
。

新
収
入
が
少
な
く
、
生
活
が
著
し
く

困
窮
し
て
い
る
場
合

世
帯
全
員
が
、
市
県
民
税
非
課
税

か
つ
市
民
税
課
税
者
に
扶
養
さ
れ
て

い
な
い
方
で
、
左
表
の
基
準
の
い
ず

れ
に
も
該
当
す
る
場
合
。

詳
し
く
は
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
介
護
保
険
課
保
険
料

資
格
係
・
℡
内
線
２
５
７
０

①の通知書 ②の通知書 ③の通知書

平成17年度の納付月（納期）

４月

６月

８月

10月

12月

２月

７月

８月

９月

10月

12月

２月

７月
８月
９月
10月
11月
12月
１月
２月

介
護
保
険
料
（

介
護
保
険
料
（

介
護
保
険
料
（
656565
歳
以
上
）
の
通
知
書
を
発
送
し
ま
し
た

歳
以
上
）
の
通
知
書
を
発
送
し
ま
し
た

歳
以
上
）
の
通
知
書
を
発
送
し
ま
し
た

介
護
保
険
料
の
減
免
基
準

＊
賃
貸
住
宅
に
居
住
し
て
い
る
世
帯
は
、
表
中
の
収
入
月
額
・
預
貯
金
額
が
一
定
基
準
に
よ
り
加
算
さ
れ
ま
す
。

世
帯
構
成

世
帯
の
収
入
月
額

世
帯
の
預
貯
金
額

一
人
世
帯

八
万
円
以
下

百
万
円
以
下

二
人
世
帯

十
二
万
円
以
下

百
五
十
万
円
以
下

三
人
世
帯
以
上

一
人
増
え
る
ご
と
に
四
万
円
を

二
百
万
円
以
下

加
算
し
た
額
以
下
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■
お
知
ら
せ
ワ
イ
ド
■
　
　
　
川
越
市
役
所
・
℡
２
２
４-

８
８
１
１

川
越
市
浸
水
低
地
住
宅
改
良
資
金

融
資
制
度
を
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

降
雨
等
に
よ
り
浸
水
の
お
そ
れ
が

あ
る
住
宅
を
改
良
す
る
市
内
在
住
の

方
に
、必
要
な
資
金
を
融
資
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
工
事
…
低
地
に
あ
る
住

住
宅
の
基
礎
上
げ
等
に
融
資
を
し
ま
す

住
宅
の
基
礎
上
げ
等
に
融
資
を
し
ま
す

住
宅
の
基
礎
上
げ
等
に
融
資
を
し
ま
す

宅
の
土
盛
り
や
基
礎
上
げ

利
率
…
年
２
・
５
パ
ー
セ
ン
ト

融
資
限
度
額
…
四
百
万
円

融
資
期
間
…
十
五
年
以
内

問
い
合
わ
せ
…
防
災
課
防
災
担
当
・

℡
内
線
２
２
４
１

市では、東京国際大学と共催して、姉妹都

市セーレム市（米国・オレゴン州）のウィラ

メット大学の教授による集中講義を開催しま

す。講座はすべて英語で行われ、後半はディ

スカッション形式で進められます。今回は最

後となる、第３期の１講座を開催します。

日時…７月27日戚～８月４日斥（土・日曜

日を除く）、午前10時～午後１時　会場…東

京国際大学第１キャンパス（的
まと

場
ば

北
きた

１丁目）

対象…市内在住・在勤・在学で、TOEFL
ト ー フ ル

ス

コア470点程度（英検２級程度の英語力を有

する方） 定員…10人（抽せん） 費用…

7,000円（１回目の講義時に集金） 申し込

み…往復ハガキに講座名・住所・氏名（ふり

がな）・性別・職業・電話番号を明記し、７

月20日戚（消印有効）までに〒350－1197

的場北１丁目13－１・東京国際大学エクス

テンションセンター（℡234－2758）

問い合わせ…国際交流課国際交流担当・℡内
線2141

姉妹都市・セーレム市から
アメリカの授業がやってくる

若年者就労支援シンポジウム

「今、働くってどういうこと？」
若者の就職には現在、さまざまな問題が生じ

ています。あらためて、働くことの意味を見つ

め直してみませんか。経費無料、当日直接会場。

手話通訳あり。

内容…パネル報告「現役ニートの声を聞く」・
パネルディスカッションほか
コーディネーター…元NHK「週刊こどもニュ
ース」キャスター・池

いけ

上
がみ

彰
あきら

さん
日時…７月24日隻、午後１時～４時
会場…尚美学園大学川越キャンパス（豊

とよ

田
だ

町
ちょう

１丁目）
定員…先着200人
＊コンピューター適職診断、就職・自立相談コ
ーナーがあります。
問い合わせ…商工振興課労政係・℡内線2724

第３期

応用科学技術　
～科学の世界における生と死～

雑
草
が
伸
び
ほ
う
だ
い
に
な
っ
て

い
る
空
き
地
は
、
害
虫
の
発
生
や
ご

み
の
不
法
投
棄
等
の
原
因
と
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
火
災
や

防
犯
の
面
か
ら
見
て
も
、
と
て
も
危

険
な
状
態
に
あ
り
ま
す
。

近
隣
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
た
め
に

も
、
草
刈
り
な
ど
を
し
て
、
空
き
地

の
管
理
を
徹
底
す
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

市
で
は
、
草
刈
り
業
者
の
紹
介
を

し
て
い
ま
す
。
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
環
境
保
全
課
生
活
環

境
係
・
℡
内
線
２
６
２
１

し
っ
か
り
管
理
　
あ
な
た
の
空
き
地

し
っ
か
り
管
理

あ
な
た
の
空
き
地

し
っ
か
り
管
理

あ
な
た
の
空
き
地

第
八
回
特
別
弔
慰
金
は
、
戦
後
六

十
周
年
に
あ
た
り
、
国
が
あ
ら
た
め

て
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
し
て
弔
慰

の
意
を
表
す
た
め
に
支
給
さ
れ
る
も

の
で
す
。

支
給
方
法

額
面
四
十
万
円
の
国
庫
債
券
で
支

給
さ
れ
、
平
成
十
八
年
か
ら
十
年
間

に
わ
た
り
四
万
円
ず
つ
償
還
さ
れ
ま

す
。

支
給
対
象

こ
と
し
四
月
一
日
現
在
、
公
務
扶

助
料
・
遺
族
年
金
等
の
受
給
権
を
有

す
る
遺
族
の
い
な
い
、
そ
の
他
の
遺

族
。

支
給
の
順
位

戦
没
者
一
人
に
つ
い
て
、
次
に
記

載
す
る
順
位
に
従
っ
て
最
も
順
位
が

先
の
一
人
が
受
給
で
き
ま
す
。

慎
こ
と
し
四
月
一
日
ま
で
に
援
護
法

の
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た

方
振
戦
没
者
等
の
子

新
戦
没
者
等
と
生
計
を
共
に
し
て
い

た
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟

姉
妹
（
戦
没
者
死
亡
後
の
婚
姻
・

養
子
縁
組
に
よ
っ
て
、
こ
と
し
四

月
一
日
現
在
ま
で
に
氏
が
変
わ
っ

て
い
る
方
は
除
き
ま
す
）

晋
前
記
新
以
外
の
①
父
母
②
孫
③
祖

父
母
④
兄
弟
姉
妹

森
前
記
慎
〜
晋
以
外
の
三
親
等
以
内

の
親
族
（
戦
没
者
死
亡
日
ま
で
、

引
き
続
き
一
年
以
上
生
計
を
共
に

し
て
い
た
方
の
み
）

請
求
方
法

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

に
生
活
福
祉
課
（
本
庁
舎
一
階
）
に

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
請
求
用
紙
は

生
活
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。
な
お
、

請
求
の
際
に
戸
籍
書
類
等
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

第
六
回
、
ま
た
は
第
七
回
特
別
弔

慰
金
を
川
越
市
で
請
求
さ
れ
た
受
給

者
は
、
生
活
福
祉
課
か
ら
請
求
手
続

き
の
ご
案
内
を
送
り
ま
す
。
な
お
、

件
数
が
多
い
た
め
、
数
回
に
分
け
て

発
送
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
…
生
活
福
祉
課
総
務

係
・
℡
内
線
２
５
２
３

戦
没
者
の
遺
族
の
方
に
特
別
弔
慰
金
を
支
給
し
ま
す

戦
没
者
の
遺
族
の
方
に
特
別
弔
慰
金
を
支
給
し
ま
す

戦
没
者
の
遺
族
の
方
に
特
別
弔
慰
金
を
支
給
し
ま
す
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■
お
知
ら
せ
ワ
イ
ド
■
　
　
　
川
越
市
役
所
・
℡
２
２
４-

８
８
１
１

第
三
号
被
保
険
者
と
は
？

第
二
号
被
保
険
者
で
あ
る
会
社

員
・
公
務
員
な
ど
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
、
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
配

偶
者
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

第
三
号
被
保
険
者
に
な
る
と
ど
う
な
る
の
？

第
三
号
被
保
険
者
に
な
る
と
、
配

偶
者
の
加
入
す
る
厚
生
年
金
保
険
や

共
済
組
合
が
搬
出
金
と
し
て
保
険
料

を
負
担
し
ま
す
の
で
、
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
な
く
て
も
納
付
済
み
期

間
に
な
り
ま
す
。

改
正
前

保
険
料
納
付
の
時
効
は
二
年
間
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
手
続
き
が
遅
れ

た
と
き
、
二
年
以
上
前
の
期
間
は
未

納
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

改
正
後

こ
と
し
三
月
ま
で
に
、
第
一
号
や

第
二
号
で
あ
っ
た
人
が
第
三
号
被
保

険
者
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

届
け
出
を
忘
れ
て
い
た
場
合
、
特
例

の
届
け
出
を
す
れ
ば
第
三
号
被
保
険

者
の
納
付
済
み
期
間
と
し
て
取
り
扱

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
と
し
四
月
以
降
に
発
生
し
た
三

国
民
年
金
の
第
三
号
特
例
届
け
出
が
始
ま
り
ま
し
た

国
民
年
金
の
第
三
号
特
例
届
け
出
が
始
ま
り
ま
し
た

国
民
年
金
の
第
三
号
特
例
届
け
出
が
始
ま
り
ま
し
た

号
未
納
に
つ
い
て
は
、「
や
む
を
得

な
い
事
由
」
に
限
り
、
二
年
以
上
前

の
期
間
も
納
付
済
み
期
間
と
し
て
算

入
さ
れ
ま
す
。

＊
こ
と
し
四
月
以
前
に
第
三
号
被
保

険
者
の
届
け
出
を
済
ま
せ
、
二
年
以

上
の
さ
か
の
ぼ
り
期
間
が
あ
る
方
に

は
、
社
会
保
険
事
務
所
か
ら
処
理
結

果
を
通
知
し
ま
す
。

届
け
出
に
つ
い
て

第
三
号
被
保
険
者
の
届
け
出
に
つ

い
て
は
、
社
会
保
険
事
務
所
で
扱
っ

て
い
ま
す
。

届
け
出
は
、
該
当
す
る
方
の
配
偶

者
の
勤
務
先
が
行
い
ま
す
の
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
過
去
の
さ
か
の
ぼ
り
期
間

に
よ
っ
て
は
、社
会
保
険
事
務
所
に
、

自
分
で
届
け
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
川
越
社
会
保
険
事
務

所
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
川
越
社
会
保
険
事
務

所
・
℡
２
４
２-

２
３
４
５
▼
国

保
年
金
課
国
民
年
金
係
・
℡
内
線

２
４
８
１

市
で
は
、
主
に
市
内
に
住
む
聴
覚

障
害
者
を
対
象
に
手
話
通
訳
者
を
派

遣
し
て
い
ま
す
。
生
活
全
般
（
手
続

き
や
相
談
等
）・
教
育
・
医
療
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
利
用
で
き
ま

す
。

こ
の
制
度
を
詳
し
く
知
る
た
め
の

説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。
直
接
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
…
７
月
30
日
析
、
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

会
場
…
南
公
民
館

対
象
…
市
内
在
住
の
聴
覚
障
害
者

問
い
合
わ
せ
…
障
害
者
福
祉
課
障
害

者
福
祉
係
・
℡
内
線
２
５
４
６
・

FAX
２
２
５-

３
０
３
３

手
話
通
訳
者
派
遣
制
度
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

手
話
通
訳
者
派
遣
制
度
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

手
話
通
訳
者
派
遣
制
度
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

吸い殻などのポイ捨てはやめましょう
道路や公園にたばこの吸い殻や空き缶などのポ
イ捨てが目立ちます。ポイ捨てをなくすよう、日
ごろから心がけましょう。
気持ちよく暮らせる、清潔な川越のまちを作る
ために、市民の皆さんの協力が何よりも大切です。
問い合わせ…環境業務課管理係・℡内線2631

第15回収蔵品展

「暮らしの中のお茶文化」
７月23日析～９月19日積

開館時間…午前９時～午後５時（入館は午後４時30分

まで）

入館料…一般＝200円（160円）$大学生・高校生＝

100円（80円）$中学生以下＝無料

＊（ ）内は20人以上の団体料金。

休館日…月曜日（９月19日積を除く）・８月26日昔

今回の収蔵品展では、市内や周
辺地域の皆さんから寄贈された資
料のうち、お茶に関する資料を中
心に展示します。また、川越にお
ける茶の湯文化の歴史なども、合
わせて紹介します。

市立博物館・℡222－5399

市
で
は
、
判
断
能
力
の
不
十
分
な

認
知
症
高
齢
者
・
知
的
障
害
者
・
精

神
障
害
者
に
、
成
年
後
見
等
の
開
始

を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
七

月
一
日
か
ら
成
年
後
見
等
制
度
利
用

支
援
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

本
人
の
判
断
能
力
等
を
調
査
し
、

成
年
後
見
等
制
度
利
用
支
援
事
業
を
始
め
ま
し
た

成
年
後
見
等
制
度
利
用
支
援
事
業
を
始
め
ま
し
た

成
年
後
見
等
制
度
利
用
支
援
事
業
を
始
め
ま
し
た

必
要
な
場
合
は
市
長
が
後
見
開
始
審

判
請
求
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
本
人

の
経
済
能
力
に
よ
り
審
判
に
要
し
た

費
用
お
よ
び
成
年
後
見
人
等
の
報
酬

を
助
成
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
認
知
症
高
齢
者
＝
高

齢
者
い
き
が
い
課
自
立
支
援
係
・

℡
内
線
２
５
５
２
▼
知
的
障
害

者
＝
障
害
者
福
祉
課
障
害
者
福
祉

係
・
℡
内
線
２
５
４
５
▼
精
神
障

害
者
＝
保
健
予
防
課
精
神
保
健

係
・
℡
２
２
７-

５
１
０
２

せん茶器せん茶器せん茶器
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■
ハ
ロ
ー
姉
妹
都
市
／
人
権
教
育
シ
リ
ー
ズ
／
自
治
会
活
動
か
ら
■

今年度中に地区内の全世帯が転居します
握
あく

津
つ

自治会は、平成11年に発生した40年ぶりの大洪水をきっかけに、全世帯が転居

できるように国へ要望しました。当時は16世帯が生活していましたが、１年に数世帯

ずつ転居し、現在では８世帯が生活しています。「ここは自然が豊かで、ウグイス・ツ

バメ・オオタカなどを見ることができます。また、江戸時代から人が住んでいたとい

う歴史を物語る、道しるべが残っています。何度も洪水に悩まされた地域ですが、先

祖代々住んできた思い出のある土地を離れるのは寂しいです。田畑の耕作はこれから

も続けるので、頻繁に足を運びます」と握津自治会長の荒
あら

井
い

建
たつ

彦
ひこ

さん（62歳・古
ふる

谷
や

上
かみ

）。

暮らし広がる

自治会活動から

地域の

わ
た
し
を
か
ば
っ
て
く
れ
た
友
だ
ち

小
学
三
年
生

わ
た
し
に
は
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
が

あ
り
ま
す
。
二
年
生
ま
で
き
ゅ
う
食
の

時
間
は
お
べ
ん
当
で
し
た
。
一
年
生
の

と
き
、
き
ゅ
う
食
の
時
間
に
な
る
と
、

お
べ
ん
当
を
出
す
の
が
、
は
ず
か
し
く

て
、い
つ
も
お
そ
く
出
し
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
を
見
て
い
た
A
さ
ん
は
、

「
こ
れ
か
ら
は
、
早
く
出
し
て
い
い
ん

だ
よ
。」

と
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。

「
大
じ
ょ
う
ぶ
。
わ
る
口
言
わ
れ
た
ら
、

お
こ
っ
て
あ
げ
る
か
ら
。」

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、

お
母
さ
ん
に
そ
の
こ
と
を
話
し
ま
し

た
。

「
よ
か
っ
た
ね
。
じ
ゃ
あ
、
こ
れ
か
ら

は
早
く
出
そ
う
ね
。」

と
う
れ
し
そ
う
に
言
っ
て
く
れ
ま
し

た
。次

の
日
の
き
ゅ
う
食
の
時
間
に
な
り

ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
今
日

き

ょ

う

は
早
く
出

そ
う
と
思
い
ま
し
た
。
お
べ
ん
当
を
出

し
た
ら
、
B
く
ん
に
、

「
あ
っ
、
お
ま
え
、
い
け
な
い
ん
だ
。」

と
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
わ
た
し

は
心
ぞ
う
が
ド
キ
ッ
と
し
て
、
小
さ
な

声
で
、

「
し
ょ
う
が
な
い
ん
だ
。」

と
言
い
ま
し
た
が
、
し
ん
じ
て
く
れ
ま

せ
ん
。
し
か
た
が
な
い
の
で
、
A
さ
ん

に
言
い
に
行
き
ま
し
た
。
A
さ
ん
は
B

く
ん
の
前
に
立
ち
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

こ
う
言
い
ま
し
た
。

「
○
○
ち
ゃ
ん
は
、
み
ん
な
と
い
っ
し

ょ
の
も
の
が
食
べ
ら
れ
な
い
か
ら
お
べ

ん
当
な
ん
だ
よ
。
だ
か
ら
、
し
ょ
う
が

な
い
の
。」

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

「
あ
り
が
と
う
。」

と
わ
た
し
が
言
う
と
、

「
大
じ
ょ
う
ぶ
、
ま
た
今
日
み
た
い
な

日
が
あ
っ
た
ら
言
っ
て
ね
。」

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、

と
て
も
心
が
あ
た
た
か
く
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
早
く
お
べ

ん
当
を
出
そ
う
と

決
め
ま
し
た
。
わ

た
し
も
A
さ
ん
の

よ
う
に
、
こ
ま
っ

て
い
る
人
の
み
か

た
に
な
っ
て
あ
げ

ら
れ
る
人
に
な
り

た
い
な
と
思
い
ま

し
た
。

人
権
教
育
シ
リ
ー
ズ

児
童
・
生
徒
の
作
文
①

平
成
十
六
年
度
に
川
越
市
内
の
小
中
学
生
か
ら
募
集
し
た
作
文
を
ま
と
め
た
人
権
文
集
「
あ

け
ぼ
の
」
か
ら
、
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

教
育
指
導
課
指
導
係

℡
２
２
４-

８
８
１
１
内
線
２
９
２
５

道しるべには「天明」道しるべには「天明」道しるべには「天明」
「西・川越」の文字「西・川越」の文字「西・川越」の文字
が刻まれていますが刻まれていますが刻まれています

五
月
二
十
八
日
・
二
十
九
日
の

両
日
、「
第
五
回
川
越
市
・
棚
倉

町
ゴ
ル
フ
交
流
大
会
」
が
、
友
好

都
市
で
あ
る
棚
倉
町
（
福
島
県
）

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
川
越
市
か

ら
は
、
二
十
四
人
の
市
民
の
皆
さ

ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

初
日
は
、
川
越
市
と
の
友
好
の

き
ず
な
を
強
め
よ
う
と
昨
年
の
四

月
に
建
設
さ
れ
た
「
棚
倉
・
時
の

鐘
」
や
、
棚
倉
城
跡
を
見
学
し
ま

し
た
。
ま
た
、「
山
本
不
動
尊
」

の
周
囲
の
新
緑
を
は
じ
め
、
緑
あ

ふ
れ
る
棚
倉
町
の
豊
か
な
自
然
を

満
喫
し
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
交
流
大
会
は
、
翌
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
好
天
に
も
恵
ま

れ
、
さ
わ
や
か
な
風
の
中
、「
棚

倉
田で

ん

舎し
ゃ

倶く

楽ら

部ぶ

」
で
の
プ
レ
ー
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
結

果
は
川
越
市
か
ら
参
加
し
た
方
の

最
高
位
が
六
位
と
、
棚
倉
町
の
皆

さ
ん
に
上
位
は
譲
っ
た
も
の
の
、

棚
倉
町
の
皆
さ
ん
と
プ
レ
ー
が
で

き
た
こ
と
に
、
参
加
者
全
員
か
ら

大
満
足
の
様
子
が
伺
え
ま
し
た
。

初
め
て
会
う
顔
が
あ
れ
ば
新
し
い

友
情
が
芽
生
え
、
こ
れ
ま
で
の
大

会
で
知
り
合
っ
た
顔
が
あ
れ
ば
旧

交
を
温
め
る
な
ど
、
ゴ
ル
フ
を
通

じ
て
両
市
町
間
の
友
好
の
き
ず
な

を
よ
り
い
っ
そ
う
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

こ
の
両
市
町
間
の
ゴ
ル
フ
交
流

大
会
は
、
川
越
市
と
棚
倉
町
で
毎

年
交
互
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
来

年
は
、
棚
倉
町
の
皆
さ
ん
が
川
越

市
民
ゴ
ル
フ
大
会
に
参
加
し
て
交

流
を
行
う
予
定
で
す
。

棚
たな

倉
ぐら

町
まち

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
の
市
民
交
流

国
際
交
流
課
国
際
交
流
担
当
・
℡
２
２
４-

８
８
１
１
内
線
２
１
４
２

ゴルフ交流大会に参加した皆さんゴルフ交流大会に参加した皆さんゴルフ交流大会に参加した皆さん
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健康
アドバイス

総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
成
人
健
診
係
・
℡
２
２
９-

４
１
２
６

基
本
健
康
診
査
に
つ
い
て

■
健
康
ア
ド
バ
イ
ス
／
消
費
生
活
レ
ポ
ー
ト
／
交
通
事
故
の
な
い
ま
ち
に
■

中
性
脂
肪
・
血
糖
・
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
A
l

c
測
定
で
す
。
な
お
心
電
図
、
眼
底
・

貧
血
・
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
A
l
c
測
定
検

査
は
、
医
師
の
判
断
に
よ
る
選
択
項
目
と

な
り
ま
す
。
川
越
市
で
は
、
こ
の
健
康
診

査
を
無
料
で
受
診
で
き
ま
す
。

近
年
、
高
血
圧
・
心
臓
病
・
脳
卒
中
等

の
病
気
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
基
本
健
康

診
査
は
、
こ
れ
ら
の
病
気
の
危
険
因
子
を

持
つ
方
を
早
め
に
見
つ
け
、
必
要
な
方
に

対
し
、
肥
満
や
喫
煙
・
飲
酒
・
食
習
慣
な

ど
生
活
習
慣
の
改
善
を
図
る
た
め
の
生
活

指
導
を
行
う
こ
と
で
、
病
気
の
発
生
を
予

防
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
い
ま
す
。
ま

こ
と
し
も
七
月
か
ら
、
医
療
機
関
に
委

託
し
て
行
う
基
本
健
康
診
査
が
始
ま
り
ま

し
た
。

基
本
健
康
診
査
は
、
老
人
保
健
法
の
四

つ
の
健
康
診
査
の
う
ち
の
一
つ
で
、
四
十

歳
以
上
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
勤
務
先
等
で
同
様
の
検
査

を
受
け
る
機
会
の
あ
る
方
は
、
そ
ち
ら
を

優
先
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

検
査
項
目
お
よ
び
方
法
は
、
問
診
、
身

体
計
測
、
診
察
、
血
圧
測
定
、
検
尿
、
心

電
図
、
眼
底
検
査
、
血
液
に
よ
る
貧
血
・

肝
機
能
・
腎
機
能
検
査
、
血
清
総
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
・
H
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・

夏
は
交
通
事
故
が
多
い
季
節
で
す
！

い
つ
も
の
道
や
交
差
点
こ
そ
、
意
識
的
に
安
全

確
認
を
し
て
、
楽
し
い
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、
川
越
警
察
署
等
の
関
係
機
関
・
団
体

と
協
力
し
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

■
夏
の
運
動
開
始
式
及お

よ

び
自
転
車
の
安
全
利
用
の

推
進
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

自
転
車
無
料
点
検
を
行
い
ま
す
（
雨
天
中
止
）。

日
時
…
７
月
15
日
昔
、
午
後
２
時
30
分
〜
　
会
場

…
西
武
本
川
越
ペ
ペ
前
広
場
（
雨
天
の
場
合
は
、

本
川
越
駅
一
階
改
札
前
）

■
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン

日
時
…
７
月
19
日
惜
、
午
後
２
時
30
分
〜
　
会
場

…
川
越
駅
西
口
暫
定
自
由
広
場
（
雨
天
中
止
）

■
速
度
違
反
な
ど
悪
質
・
無
謀
な
運
転
追
放
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

日
時
…
７
月
22
日
昔
、
午
後
２
時
30
分
〜
　
会
場

…
お
い
せ
橋
通
り
西
図
書
館
前
交
差
点
（
雨
天
中

止
）

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
を
実
施
し
ま
す
！

７
月
15
日
昔
〜
24
日
隻

総
合
交
通
政
策
課
交
通
安
全
指
導
係

℡
２
２
４-

８
８
１
１
内
線
３
２
６
５ 37

た
病
気
が
す
で
に
発
症
し
て
い
る
場
合

は
、
早
め
に
適
切
な
治
療
と
結
び
付
け
る

と
い
う
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
目
的
で
基
本
健
康
診
査
は

行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
す
で
に
生
活
習
慣

病
な
ど
で
治
療
を
受
け
て
い
る
方
は
、
こ

の
健
康
診
査
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

基
本
健
康
診
査
は
、
十
一
月
末
日
ま
で

身
近
な
医
療
機
関
で
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
対
象
と
な
る
方
は

こ
の
機
会
に
受
診
し
、
健

康
で
は
つ
ら
つ
と
し
た
人

生
を
楽
し
む
た
め
の
一
助

と
し
て
く
だ
さ
い
。

川
越
百
万
灯
夏
ま
つ
り
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド

日
時
…
７
月
30
日
析
、
午
後
３
時
30
分
ご
ろ
〜

会
場
…
西
武
本
川
越
ペ
ペ
前
広
場
か
ら
一
番
街

ま
で

事例
「近くの家の工事に来ている業者だが、きょうは無
料で周りの家を点検している」と訪問された。家を一
回りし、「屋根の修理が必要だ。宣伝に使うので安く
する」と言われ、工事を依頼したところ、実際の工事
代金は高額なものであった。
消費者へのアドバイス
最近まったく必要ない、効果がない工事による被害
が増えています。市内でも、高齢者などが被害にあう
事件が発生し、テレビ・新聞等で報道されました。
訪問販売で勧誘され「契約を！」と言われた場合、
①「今なら安くできる」などと言って、契約を急がさ
れてもすぐに契約することは避ける。
②必要な改修工事か、家族や周囲の人と話し合う。
③複数の業者から見積書を取り、比較する。
④契約するときは契約書と共に工事計画書や工程表を
請求し、内容をよく確認する。
⑤クーリング・オフの、範囲・期間などを確認する。
＊総額500万円未満のリフォーム工事は許可のない業

者でもできるため、施工経験や経営基盤のない事業者

がいます。建築士とのかかわり、業務経験の期間など

を念頭に入れ、選ぶことが大切です。既存の住宅の新

築工事を請け負った工務店や住宅メーカーに相談する

のもよいでしょう。

＊　　　　＊　　　　＊

■消費生活相談
生活情報センターおよび市民相談室分室で行ってい

ます。日時等、詳しくは毎月25日発行の広報川越・

市民相談案内をご覧ください。

問い合わせ…生活情報センター（脇
わき

田
た

町
まち

105・アト
レ６階）・℡226ー7066

消消費費生生活活レレポポーートト　　112255
リフォームトラブルを防ごう
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■
み
ん
な
の
作
文
／
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
／
お
し
ゃ
べ
り
倶
楽
部
■

短
　
歌

四
元
仰
・
選

退
院
後
一
年
と
な
る
夫つ

ま

の
起
居
あ
と
は
言こ

と

葉ば

を
楽
し
み
に
待
つ

大
森
繁
子(

小
堤)

居
な
く
て
も
居
て
も
よ
き
身
と
思
う
夜
に
曽ひ

孫ま
ご

生あ

る
る
と
朗
報
あ
り
き

大
久
保
ふ
く(

下
広
谷)

恒
例
の
籾も

み

種だ
ね

を
ま
く
み
ど
り
の
日
身
支
度
な
し
て
う
か
ら
集
え
り

奥
富
な
か(

増
形)

目ま

蓋ぶ
た

閉
じ
さ
る
る
が
ま
ま
の
父
な
れ
ど
よ
く
見
て
お
け
と
肋

あ
ば
ら

は
語
る

永
倉
常
一
郎(

松
江
町
一
丁
目)

た
け
の
こ
を
掘
る
傍

か
た
わ
ら

に
孫
が
立
ち
ば
あ
ば
が
死
ん
だ
ら
誰
掘
る
の
と
言
う

原
嶋
ふ
み(

笠
幡)

俳
　
句

石
川
俊
一
・
選

湧ゆ
う

水
の
弁
天
池
や
青
葉
闇

斎
藤
恒(

松
江
町
一
丁
目)

舟
運
の
栄
え
し
辺ほ

と

り
緑
さ
す

猪
狩
茂(

小
室)

若
葉
萌も

え
せ
せ
ら
ぎ
遠
き
谷
間
か
な

宇
津
木
希
栄(

上
戸
新
町
）

日
脚
伸
ぶ
午
後
の
ひ
と
り
を
持
て
余
し

和
田
ふ
み
の(

松
江
町
二
丁
目)

麦
秋
や
雨
呼
ぶ
風
が
吹
き
ぬ
け
る

石
山
純
恵(

今
福)

川
　
柳

小
川
正
夫
・
選

花
の
名
を
孫
に
聞
い
て
る
散
歩
道

平
松
伴
子(

大
塚
新
田)

お
し
ゃ
べ
り
で
能
率
さ
が
る
お
手
伝
い

野
田
和
之(

熊
野
町)

案
内
を
し
ま
す
と
杖つ

え

へ
温ぬ

く

い
声

齊
藤
誠
之
助(

宮
下
町
二
丁
目)

若
い
日
の
理
想
と
違
う
着
地
点

小
野
健
次(

喜
多
町)

ま
だ
燃
え
る
余
力
へ
挫
折
な
ど
抱
か
ず

鈴
木
達
夫(

通
町)

応募方法（９月掲載分は７月29日昔必着）
●短歌部門＝当季雑詠３首まで、俳句部門＝
当季雑詠２句まで、川柳部門＝雑詠３句まで
●市内在住・未発表・創作のもの・かい書で
明記・すべての漢字にふりがなを付ける・作
品の返却なし・掲載時に選者が手を加える場
合あり
●ハガキに部門・作品・住所・氏名（ふりが
な）・年齢・電話番号を明記し、〒350－
8601川越市役所広聴広報課

わ
た
し
の
ク
ラ
ブ
は
、
テ
ニ
ス

ク
ラ
ブ
で
す
。
初
め
て
の
ク
ラ
ブ

は
楽
し
か
っ
た
で
す
。

チ
ャ
イ
ム
が
な
っ
た
ら
す
ぐ
に

友
だ
ち
と
一い

っ

し
ょ
に
校
庭
へ
出
ま

し
た
。
テ
ニ
ス
の
仲
間
た
ち
の
所

へ
行
っ
て
見
て
い
る
と
、
み
ん
な

が
、
体
育
小
屋
に
行
っ
て
、
テ
ニ

ス
ラ
ケ
ッ
ト
を
取

り
に
行
っ
た
の

で
、
わ
た
し
た
ち

も
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ

ト
を
取
り
に
行
き

ま
し
た
。そ
し
て
、

自
分
た
ち
の
グ
ル

ー
プ
の
所
へ
な
ら

び
、
先
生
の
話
を

聞
き
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
始
ま

り
で
す
。
初
め
は
、
二
人
組
に
な

っ
て
、
同
じ
面
で
ボ
ー
ル
を
打
ち

合
い
っ
こ
で
す
。
な
か
な
か
、
思

う
よ
う
に
ボ
ー
ル
が
と
ん
で
い
き

ま
せ
ん
。ほ
か
の
ク
ラ
ブ
の
方
へ
、

ボ
ー
ル
が
と
ん
で
い
っ
て
し
ま
っ

た
り
し
て
、
た
い
へ
ん
で
し
た
。

で
も
、
だ
ん
だ
ん
う
ま
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
で
見
る
と
、
テ
ニ
ス
は

と
て
も
か
ん
た
ん
に
で
き
る
と
思

い
ま
し
た
。
で
も
実
さ
い
に
プ
レ

ー
し
て
み
る
と
、
と
っ
て
も
む
ず

か
し
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

と
く
に
、
同
じ
面
で
打
つ
と
こ
ろ

で
す
。
テ
レ
ビ
で
プ
レ
ー
し
て
い

る
人
も
最
初
は
、

わ
た
し
み
た
い
に

小
さ
い
こ
ろ
か
ら

や
っ
て
い
て
、
か

ら
ぶ
り
を
し
て
し

ま
っ
た
り
、
い
ろ

い
ろ
し
っ
ぱ
い
し

な
が
ら
や
っ
て
き

た
ん
だ
と
思
い
ま

す
。わ

た
し
も
テ
レ

ビ
で
プ
レ
ー
し
て
い
る
人
や
、
テ

ニ
ス
ク
ラ
ブ
の
先
生
を
見
習
っ

て
、
が
ん
ば
っ
て
練
習
し
て
い
き

た
い
で
す
。
そ
し
て
、
大
人
に
な

っ
た
ら
、
テ
ニ
ス
を
し
ゅ
味
に
し

た
い
で
す
。
と
な
り
の
家
の
上
手

な
す
ず
木
さ
ん
の
よ
う
に
。

＊
ふ
り
が
な
は
広
聴
広
報
課
で
付
け
ま
し
た
。

楽
し
い
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

霞
ケ
関
小
学
校
四
年
　
　
　
大お

お

谷た
に

真ま

紀き

イルマゴ
ボウは、他
産地のゴボ
ウより風味
がよくて、
肉質がやわ
らかく、保
存が利く品

種です。「福原地区の耕地は土の層が
厚く養分に富んでいるため、イルマゴ
ボウの栽培に最適で、昔は栽培が盛ん
でした。しかし、輸入品が増えたこと
や食生活の変化等で、需要が減少しま
した。栽培農家も減少しましたが、こ
れからも家族で力を合わせ、良質なゴ
ボウを作っていきたいです」と赤

あか

木
ぎ

良
よし

房
ふさ

さん（63歳・下
しも

松
まつ

原
ばら

）。以前は工具
で土を掘り起こし、収穫していたため、
たいへんな労力が必要でした。現在は
トラクターで周囲を掘り起こし手で抜
くだけ。収穫が楽になったとか。
日本では、根菜の代表格のゴボウ。

でも野菜として食べるのは、日本と台
湾だけのようです。

イルマゴボウ
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茶
道
の
基
本

「
和わ

敬け
い

清せ
い

寂
じ
ゃ
く

」
と
い
う
茶
道
の
基
本
を
表

す
こ
と
ば
が
あ
り
ま
す
。
和
を
大
切
に
し
、

人
を
敬
い
、
清
ら
か
な
心
で
、
心
静
か
に
心

を
込
め
て
茶
を
た
て
る
と
い
う
こ
と
を
表
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

こ
れ
と
並
ん
で
、
茶
道
の
基
本
と
い
わ
れ

て
い
る
の
が
「
礼
」。
日
常
生
活
で
も
大
切

な
あ
い
さ
つ
や
礼
儀
は
、
茶
道
の
基
本
と
し

て
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
茶
道
ク
ラ
ブ
で
は

福
原
公
民
館
で
活
動
し
て
い
る
「
子
ど
も

茶
道
ク
ラ
ブ
」。
小
学
二
年
生
か

ら
中
学
三
年
生
ま
で
、
十
三
人
が

茶
道
を
学
ん
で
い
ま
す
。
六
月
十

一
日
の
け
い
こ
で
は
、
一
人
ず
つ

順
番
に
お
点
前
。
十
一
月
十
二
日

析
に
福
原
公

民
館
で
行
わ

れ
る
「
ふ
く

は
ら
ま
つ

り
」
で
、
来

場
者
に
お
点
前
を
披
露

す
る
た
め
、
順
番
が
来

る
と
真
剣
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

講
師
の
増ま

す

賀が

暁
さ
と
る

さ

ん
（
72
歳
・
上か

み

松ま
つ

原ば
ら

）

は
、「
真
剣
に
取
り
組

む
こ
と
が
、
茶
道
を
楽

し
む
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。
茶
道
を
通
し
て
、

子
ど
も
た
ち
に
集
中
力
と
自
己
管
理
す
る
力

が
身
に
付
い
て
ほ
し
い
で
す
ね
」。

川
越
子
ど
も
茶
道
の
会
で
は

「
川
越
子
ど
も
茶
道
の
会
」
の
会
員
は
、

小
学
二
年
生
か
ら
中
学
二
年
生
ま
で
、
二
十

三
人
。
名
細
公
民
館
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

六
月
十
八
日
の

け
い
こ
は
、
作

法
の
お
さ
ら
い

か
ら
。
そ
の
あ

と
経
験
年
数
や

学
年
な
ど
に
よ

っ
て
三
班
に
分

か
れ
て
、
お
点

前
の
け
い
こ
が

始
ま
り
ま
し

た
。「

茶
道
を
す

る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
精
神
的
な
バ
ラ

ン
ス
感
覚
を
養
う
手
助
け
に
な
れ
ば
」
と
語

る
、
講
師
の
小こ

林
ば
や
し

宗そ
う

然ね
ん

さ
ん
（
志し

多た

町ま
ち

）。

子
ど
も
た
ち
は
そ
ん
な
小
林
さ
ん
の
け
い
こ

に
「
お
点
前
が
お
も
し
ろ
い
」「
先
生
の
話

が
お
も
し
ろ
い
」。
中
に
は
「
茶
と
和
菓
子

が
好
き
」
と
い
う
子
も
い
ま
し
た
。

一
所
懸
命
に
楽
し
む

二
つ
の
会
の
子
ど
も
た
ち
に
共
通
し
て
い

た
の
は
、「
礼
」
を
き
ち
ん
と
す
る
こ
と
と
、

上
手
下
手
に
関
係
な
く
一
所
懸
命
に
す
る
こ

と
。
茶
道
を
一
所
懸
命
に
す
る
こ
と
は
、
楽

し
む
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
継
続
し
て

い
く
こ
と
で
、
お
点
前
の
作
法
が
き
ち
ん
と

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
さ
ら
に
楽
し
み
は

増
え
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
自
分
自
身
の
成

長
に
合
わ
せ
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
こ

れ
が
、
茶
道
の
魅
力
な
の
で
し
ょ
う
。

けいこは礼で始まりますけいこは礼で始まりますけいこは礼で始まります

みんなでふくさのたたみ方をおさらいみんなでふくさのたたみ方をおさらいみんなでふくさのたたみ方をおさらい
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■
表
通
り
裏
通
り
■

お
点
前
拝
見

ひしゃくの置き方にも作法がひしゃくの置き方にも作法がひしゃくの置き方にも作法が
心を込めて心を込めて心を込めて
茶をたてます茶をたてます茶をたてます

和菓子を懐紙
に乗せます

水差しは
釜の脇に

ふくさでなつめを
清めます

川越子ども
茶道の会

子ども茶道
クラブ

たてた茶は順番に飲みますたてた茶は順番に飲みますたてた茶は順番に飲みます
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平
成
十
三
年
十
二
月
に
中
央

公
民
館
で
行
わ
れ
た
「
お
も
ち

ゃ
ド
ク
タ
ー
養
成
講
座
」。
講

座
終
了
後
、
参
加
者
の
有
志
が

集
ま
っ
て
、
お
も
ち
ゃ
を
直
す

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
小

江
戸
お
も
ち
ゃ
１
１
９
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、

会
員
は
十
七
人
。
中
央
公
民
館
・
伊
勢
原
公
民
館
と
川
越

駅
東
口
児
童
館
で
毎
月
一
回
ず
つ
活
動
し
て
い
ま
す
。

修
理
の
依
頼
は
、
ぬ
い
ぐ
る
み
か
ら
最
新
の
ゲ
ー
ム
機

器
ま
で
さ
ま
ざ
ま
。
そ
の
た
め
毎
月
一
回
、
各
自
の
知

識
・
技
術
・
経
験
を
交
換
す
る
研
修
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。昨
年
は
四
百
個
以
上
の
お
も
ち
ゃ
修
理
を
依
頼
さ
れ
、

九
割
以
上
を
直
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
ほ

と
ん
ど
は
当
日
中
に
修
理
が
完
了
し
ま
す
。

「
お
も
ち
ゃ
の
修
理
の
様
子
を
見
て
、
お
も
ち
ゃ
の
仕

組
み
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

う
と
と
も
に
、
物
を
大
切
に

す
る
気
持
ち
を
は
ぐ
く
ん
で

ほ
し
い
で
す
ね
」
と
話
す
代

表
の
則の

り

竹た
け

佑ゆ
う

治じ

さ
ん
（
70

歳
・
日に

っ

東と
う

町
ち
ょ
う

）。
直
っ
た
お

も
ち
ゃ
を
受
け
取
る
皆
さ
ん

の
笑
顔
を
励
み
に
、
こ
れ
か

ら
も
修
理
は
続
き
ま
す
。

川越市の面積は109.16km2
まちのできごと 109

ト ー ク

パレット

小
江
戸
お
も
ち
ゃ
１
１
９

蛇口から出る水は……
毎年６月１日から７日までは水道週間です。上下水道局

は水の大切さと水道事業への理解を深めてもらうため、平

成14年から施設開放を実施。ことしは４日に中福受水場

で行われました。来場した皆さんは、ふだん目にすること

のない受水場の機械を見ながら、水道の水がどこからやっ

てくるのか、説明に聞き入っていました。来年もこの時期

に霞ケ関第二浄水場で施設開放が行われる予定です。

お母さん、また作ってね
６月14日、大東公民館で小学生以上のお子さんを持つお母さ

んたちが参加して行われた「お母さんの初めてのパンづくり」講

座。ハムロール・マヨネーズロール・シナモンロールの３品を作

りました。「粘土遊びみたい」と生地を作り、「感触が気持ちいい」

と成形し、「もちもちしてる」と焼き上がったパンを試食。講座

終了後、できたてのパンを持ち帰ったお母さんたちのおかげで、

子どもたちは手作りのおやつを楽しむことができました。

仕上げに愛情を仕上げに愛情を仕上げに愛情を
たっぷりとたっぷりとたっぷりと

こうやって家まで届くんだね！こうやって家まで届くんだね！こうやって家まで届くんだね！

どうやって直すか相談していますどうやって直すか相談していますどうやって直すか相談しています

人

川

越

15

おいしいよおいしいよおいしいよ

■
表
通
り
裏
通
り
■

雅楽の調べに乗せて
10回目を迎えた小江戸サミット。６月４日、第１部は養

よう

寿
じゅ

院
いん

（元
もと

町
まち

２丁目）で曲水の宴が、第２部は亀
かめ

屋
や

山
やま

増
ざき

茶
ちゃ

店
てん

（仲
なか

町
ちょう

）で講

演「蔵の再生」が行われました。曲水の宴とは、流れる水に浮かべ

た杯が通り過ぎるまえに詩歌を詠むという、奈良・平安時代に行わ

れた宮中行事です。「舟」という題で、当時の衣装をまとった栃
とち

木
ぎ

・佐
さ

原
わら

・川越の各市長が歌人として参加。各市から訪れた皆さん

は、雅楽の調べに乗せた風流な遊びを楽しんでいました。
童子が杯を童子が杯を童子が杯を
運んできます運んできます運んできます

どうやってどうやってどうやって
直すのかなぁ直すのかなぁ直すのかなぁ



オ
ア
シ
ス
に
行
く
途
中
、
中
央

保
育
園
か
ら
元
気
な
声
が
聞
こ
え

て
き
ま
し
た
。
目
を
向
け
る
と
、

子
ど
も
た
ち
は
ち
ょ
う
ど
散
歩
に

出
か
け
る
と
こ
ろ
。
そ
の
手
前
に

あ
る
入
り
口
脇
の
防
護
さ
く
に
、

カ
ブ
ト
ム
シ
や
チ
ョ
ウ
な
ど
の
昆

虫
た
ち
を
発
見
し
ま
し
た
。
虫
取

り
網
を
持
っ
た
男
の
子
が
手
前

に
、
女
の
子
が
奥
に
描
か
れ
て
い

ま
す
。
見
る
角
度
に
よ
っ
て
細
く

な
っ
た
り
太
く
な
っ
た
り
す
る
、

楽
し
い
ア
ー
ト
で
す
。

描
か
れ
て
い
る
昆
虫
は
全
部
で
四
種
類
。
昆
虫
た
ち
の
中
心
に
は

木
が
二
本
あ
り
、虫
取
り
網
を
持
っ
た
両
端
の
男
の
子
と
女
の
子
が
、

林
か
ら
出
て
き
た
昆
虫
た
ち
を
捕
ま
え
よ
う
と
待
ち
か
ま
え
て
い
る

よ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
、
い
よ
い
よ
夏
本
番
。
子
ど
も
た
ち
が
、
虫

取
り
網
を
片
手
に
昆
虫
た
ち
を
探
し
回
る
の
も
も
う
す
ぐ
で
す
。
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ま
ち
の
中
に
あ
る
美
術
作
品
な
ど
を
紹
介
し
ま
す

ア
ー
ト
な

越
川

TV わが街川越　番組ガイドTV わが街川越 番組ガイドTV わが街川越 番組ガイド
小
さ
な
心
が
け
か
ら
広
が
る
防
犯
の
輪

昨
年
四
月
か
ら
、
市
民
活
動
支
援
課
で

は
「
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
」
を

展
開
。
ど
ん
な
こ
と
が
防
犯
に
つ
な
が
る

の
で
し
ょ
う
か
？
　
実
際
の
防
犯
活
動
の

様
子
を
紹
介
し
、
犯
罪
を
起
こ
さ
せ
な
い

地
域
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

テプコケーブルテレビ（９ch）
７月25日席～31日隻
午前６時30分～・午後０時30分～・午後４時30分～・午後７時30分～・午後９時30分～

テレビ埼玉（38ch） 毎月第１・第３土曜日とその翌日の日曜日に放映

７月16日析／午前８時30分～８時40分（全国高校野球選手権埼玉大会放送のため変更）
７月17日隻／午後５時30分～５時40分

川越ケーブルテレビ（15ch）
７月15日昔まで　
午前９時20分～・午後０時45分～・午後４時20分～・午後５時45分～・
午後８時45分～（金～日曜日）・午後10時50分～（月～木曜日）

＊変更になることがあります。あらかじめご了承ください。
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さ
つ
ま
い
も
伝
来
四
百
年
記
念

シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
紅
ち
ゃ
ん
」

表紙　
昨年の小江戸川越花火大会（伊佐沼）

昨年は伊佐沼で行われた小江戸川

越花火大会。家光公生誕400年記念

事業として開催され、12万人が集

まりました。16回目となることし

は、７月23日析、安比奈親水公園

で行われます。会場が広いので、尺

玉の打ち上げができることと、芝生

広場などで横になって見ることもで

きるのが、安比奈親水公園で行われ

る花火の魅力。ことしは大の字に寝

転んで、夜空を彩る大輪の花火を楽

しんでみてはいかがですか。

南古谷夜間パトロールの様子。公園内のトイレも確認して
います（藤木町）

男の子の隣には
カブトムシ

女の子の隣には
チョウがいます

こ
と
し
は
、
さ
つ
ま
い
も
が
日
本
に
伝

来
し
て
四
百
年
目
に
当
た
り
ま
す
。

オアシス 

中央保育園 中央保育園 

至東京 

至東松山 

作品位置→ 

国
道
２
５
４
号 


